
1

J

DVX-1000
     (DVR-1000 + NX-SW1000 + NX-P1000)

DVDホームシアターシステム

ヤマハDVDホームシアターシステムDVX-1000をお買い上
げいただきまして、まことにありがとうございます。
　本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障
　なくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書
　と保証書をよくお読みください。お読みになったあとは、
　保証書と共に大切に保管し、必要に応じてご利用ください。
　保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記入を必
　ず確かめ、販売店からお受け取りください。

DVX-1000_J.book  1 ページ  ２００８年１月３０日　水曜日　午前１１時９分



安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について
以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

 警告

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V (50/60Hz)の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

本機のSTANDBY/ONスイッチでスタンバイ状態
にしても、本機はまだ通電状態にあります。 また、
主電源スイッチを「切」にしても、本機はまだ完全
には主電源から遮断されていません。
本機を完全に主電源から切り離すためには、電源
コードをコンセントから抜いてください。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因になります。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ
に水で洗い流し、医師に相談してください。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

電源/電源コード

電池

分解禁止
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本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（DVR-1000の周囲に左右10cm、上10cm、背面
10cm以上の、
NX-SW1000の周囲に左右30cm、上1ｍ、背面
30cm以上のスペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

スピーカーケーブルは必ず壁などに固定する。
ケーブルに足や手を引っかけるとスピーカーが落下や転
倒し、故障やけがの原因となります。

ディスクの挿入口や、放熱用の通風孔、パネルの
すき間から金属や紙片など異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

 注意

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら
ない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

電池は極性表示(プラス＋とマイナス－)に従って、
正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな
ります。

指定以外の電池は使用しない。また、種類の異なる
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに
入れて携帯、保管しない。
電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの
原因になります。

設置 使用上の注意

手入れ

電源/電源コード

電池
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電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに
従って廃棄する。

NX-SW1000は必ず2人以上で開梱や持ち運びをす
る。
重いので、けがの原因になります。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

スピーカーの底面積より狭い場所や傾斜のある場所
には設置しない。
スピーカーが落下や転倒して、けがの原因になります。

機器を接続する場合は、接続する機器の電源を切
る。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量
(ボリューム)を最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

ディスクの挿入口には手を入れない。
本機のメカニズムに手を引き込まれ、けがの原因になり
ます。

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した
ディスクを使用しない。
ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散っ
て、けがの原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

本機はデジタル信号を扱います。ほかの電気製品に
障害をあたえるおそれがあります。
それらの製品とはできるだけ離して設置してください。

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると、視覚障害の原因になりま
す。

業務用機器とは接続しない。
デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、
スピーカーを傷める原因になります。

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。
また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

設置

移動

使用上の注意

手入れ
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はじめに

はじめに
DVDホームシアターシステムDVX-1000をご購
入いただき、誠にありがとうございます。DVX-
1000は、DVD一体型2.1 チャンネルホームシア
ターです。本書は接続方法および基本的な操作方法
について説明しています。

本機の主な特徴は以下のとおりです。
－幅広い光ディスクフォーマットに対応した
DVDプレーヤー

－Dolby Digital、DTSなど幅広い再生フォー
マットに対応

－高品質な２way 方式のフロントおよびA-
YSTサブウーファー

再生できるディスク／フォーマット

本機は以下のディスクを再生できます。
－DVDビデオ、ビデオCD、スーパービデオ
CD、オーディオCD、CD-R、CD-RW、
DVD+RW、DVD+R、DVD-R、DVD-RW
（Video フォーマット、VRフォーマット）

本機は以下のファイルやフォーマットを再生できま
す。
－CD-R/RW、DVD-R/RW、DVD+R/RWに
記録されたMP3、Kodak、JPEGファイル

－ ISO 9660対応の JPEGフォーマット
最大表示文字数30（英数字のみ）

－CD-R(W)/DVD-R(W)/DVD+R(W)(3.11、
4.x、5.x) に記録されたDivX® ディスク

－ファイナライズされていないCD-R、CD- 
RWやDVD-RW （VRフォーマット） ディス
クは再生できません。ファイナライズとは、
再生対応機器で再生できるように処理するこ

とです。
－記録方法（PC 環境やソフトウェアなど）や
ディスクの状態（傷やそりがあるなど）に
よっては再生できない場合があります。

－信用できるメーカーのディスクを使用してく
ださい。録音状態やディスクの特性によって
は、再生できない場合があります。

－ハート型などの特殊形状のディスクは使用し
ないでください。

－ディスクにテープやシールなどを貼ったり、
のりなどをつけないでください。

－市販のラベルプリンターで表面に印刷した
ディスクは使わないでください。

－DVD ビデオ、ビデオCD の中には操作や機
能が本書の記載と異なる場合があります。こ
れはソフト制作者の意図によるもので、本機
の故障ではありません。

ディスクのお取扱いについて
－ディスクが汚れたときは、乾いた柔らかい布
で中心から外側へ拭いてください。その際、
レコードクリーナーやシンナーなどを使わな
いでください。

－本機、乾電池、あるいはディスクを保管する
際には、直射日光のあたるところや温度の高
いところ、湿気やほこりの多いところは避け
てください。

－ディスクを持つときは、ディスクの縁や真中
の穴を持つようにして、表面に触れないでく
ださい。

DVDビデオのリージョンコードについて

DVDプレーヤーとDVDビデオディスクにはリー
ジョンコード（発売地域ごとに割り当てられた識別
番号）が決められています。本機では下表のディス
クが再生できます。
詳しくはディスクのジャケットなどの記載もご覧く
ださい。

はじめに

Advanced YST
内蔵パワーアンプ搭載のサブウーファーです。
アドバンスドヤマハアクティブサーボテクノロ
ジーによる豊かな重低音再生が可能で、ホーム
シアターに高品位でリアルな音場を提供します。

ご注意

仕向け 本機の
リージョンコード

再生できるディスクの
リージョンコード

日本

または複数のリージョ
ンコードに2が入って
いるディスク

2 2 ALL
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はじめに
は
じ
め
に

1
著作権

ドルビーラボラトリーズからの実施権によ
り製造されています。「ドルビー」及びダ
ブルD記号は、ドルビーラボラトリーズ
の商標です。

DTSおよび DTS Digital Out はデジタル
シアターシステムズの登録商標です。

DivX、DivX Ultra Certified、および関
連するロゴは、DivX, Inc. の商標です。こ
れらの商標は、DivX, Inc. の使用許諾を得
て使用しています。

AACロゴマーク はドルビーラボラト
リーズの商標です。 以下はパテントナン
バーです。

08/937,950 5,633,981 5,227,788 5,299,239
5848391 5 297 236 5,285,498 5,299,240
5,291,557 4,914,701 5,481,614 5,197,087
5,451,954 5,235,671 5,592,584 5,490,170
5 400 433 07/640,550 5,781,888 5,264,846
5,222,189 5,579,430 08/039,478 5,268,685
5,357,594 08/678,666 08/211,547 5,375,189
5 752 225 98/03037 5,703,999 5,581,654
5,394,473 97/02875 08/857,046 05-183,988
5,583,962 97/02874 08/894,844 5,548,574
5,274,740 98/03036 5,299,238 08/506,729

DCDi は、Genesis Microchip Inc. の事
業部門である Faroudja の商標です。

HDMI、HDMI ロゴおよびHigh-
Definition Multimedia Interface は、
HDMI Licensing LLC の商標または、登
録商標です。

本製品は、著作権保護技術を採用しており、マクロビ
ジョン社及びその他の著作権利者が保有する米国特許
及びその他の知的財産権によって保護されています。
この著作権保護技術の使用は、マクロビジョン社の許
可が必要で、またマクロビジョン社の特別な許可がな
い限り家庭用及びその他の一部の視聴用の使用に制限
されています。分解したり、改造することも禁じられ
ています。
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はじめに
■ DVX-1000の構成 ■ 付属品

DVDレシーバー
(DVR-1000)

サブウーファー
(NX-SW1000)

フロントスピーカー
(NX-P1000) × 2

DVDレシーバーの電源をONするとき、サブウー
ファーの電源コードはコンセントにつながっている
必要があります。つながっていない状態でDVDレ
シーバーの電源をONすると、サブウーファーは正
常に動作しません。

ご注意

システム接続ケーブル
（4ｍ×１本）
(NX-SW1000)

FM簡易アンテナ

ビデオ用ピンケーブル
（1.4ｍ×1本）

リモコン

単3電池（2本）

スピーカーケーブル
（4ｍ×2本）
（NX-P1000）

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEK

AMループアンテナ

電源コード
4



各部の名称とはたらき
は
じ
め
に

1

■ フロントパネル（DVR-1000）

1 ディスプレイ
再生の状態や設定を表示します。

2 PCM/ Digital/DTS/AACランプ
再生している音声のフォーマットを表示します。

3 d VOLUME
ボリューム

 u
音量を調節します。

4 INPUT
インプット

キー
入力する音声を選択します。

5 b / w 、 f / aキー（早戻し /早送り、
スキップキー）
DVD/CDモード：前 /次のトラックまたはチャ
プターにスキップします。長押しすると早戻し
/早送りすることができます。
TUNERモード：登録した放送局を選択します。
USBモード : 前 / 次のトラックにスキップしま
す。長押しすると早戻し /早送りすることがで
きます。

6 sキー（停止キー）
DVD/CDモード：ディスク再生を停止します。
TUNERモード：オートプリセットを解除しま
す。
USBモード : 再生を停止します。

7 eキー（一時停止キー）
DVD/CDモード：ディスク再生を一時停止しま
す。
USBモード : 再生を一時停止します。

8 hキー（再生キー）
DVD/CDモード：ディスクを再生します。
USBモード : 再生を開始します。

9  キー（ディスク取り出しキー）
本機にセットされているディスクを取り出しま
す。

キーを押すと、本機からディスクを取り出します。
（ディスクの半分がディスク挿入口から出た状態になり
ます。）この際、ディスクを再度本機に挿入する場合
は、 キーまたはhキーを押すか、ディスク挿入口か
らディスクを完全に取り出してから再度挿入してくだ
さい。ディスクがイジェクトされた状態で無理に押し
込むと、故障の原因になります。

0 USBポート
USB機器を接続します。(20ページ )

A STANDBY
スタンバイ

/ON
オン

キー
電源モード（スタンバイ /オン）を切り替えま
す。スタンバイ中は、リモコンからの赤外線信
号を受信するために、少量の電力を消費します。

各部の名称とはたらき

7 8 965432

E

C
D

B

A
0

1

ご注意
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各部の名称とはたらき
B ディスク挿入口
再生するディスクを挿入します。

C リモコン受光窓
リモコンの信号を受信します。

D PHONES端子（ヘッドホン端子）
ヘッドホンを接続します。

E PORTABLE端子（ポータブル端子）
ポータブルオーディオプレーヤーを接続します。
この入力端子が選択されているときは、ディス
プレイに「FRONT IN」と表示されます。
6



各部の名称とはたらき
は
じ
め
に

1■ リアパネル（DVR-1000）

1 電源コード差込口
電源コードを接続します。

2 COMPONENT VIDEO OUT端子（コンポー
ネントビデオ出力端子）
テレビのコンポーネントビデオ入力端子に接続
します。（15ページ）

3 VIDEO出力端子（モニター出力端子）
AV機器のビデオ入力端子に接続します。

4 FM ANT（アンテナ）端子 
FM簡易アンテナを接続します。

5 AM ANT（アンテナ）/GND端子
AMループアンテナを接続します。

6 SYSTEM CONNECTOR端子（システム接続
端子）
サブウーファーのシステム接続端子へ接続しま
す。

7 OPTICAL DIGITAL IN 端子（光デジタル入力
端子）
AV機器の光デジタル出力端子に接続します。

8 AUX IN 端子（AUX入力端子）
カセットデッキやビデオデッキのオーディオ出
力端子に接続します。

9 LINE OUT端子（LINE 出力端子）
ビデオデッキのオーディオ入力端子に接続しま
す。

0 S VIDEO出力端子（Sビデオ出力端子）
AV機器のSビデオ入力端子に接続します。

A D1/D2 MONITOR OUT端子（D1/D2モニ
ター出力端子）
AV機器のD1/D2ビデオ入力端子に接続しま
す。

B HDMI 端子
HDMI 入力端子に接続します。(16ページ )

SYSTEM 
CONNECTOR

MAINS

TO SUBWOOFER

AUX IN

AUDIO

LINE OUT

S VIDEO

VIDEO

COMPONENT

Y

PR

PB

PCM/DTS
q DIGITAL

OPTICAL
DIGITAL IN VIDEO OUT

 (DVD ONLY)

D1/D2 
MONITOR OUT

 (DVD ONLY)

AM
ANT

GND

TUNER

HDMI

FM
ANT
75Ω UNBAL

L

R

L

R

98

21 4 5

6 7

3

B0 A
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各部の名称とはたらき
■ リアパネル（NX-SW1000)

1 システム接続端子
DVDレシーバーのシステム接続端子へ接続しま
す。

2 スピーカー端子
スピーカーに接続します。

3 電源コード
電源コンセントに接続します。

SYSTEM
CONNECTOR

6ΩMIN. /SPEAKER

SPEAKERS

MAINS

LR

1

3

2
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各部の名称とはたらき
は
じ
め
に

1■ リモコン

リモコンの操作方法について詳しくは 21ページをご
参照ください。

1 STANDBY
スタンバイ

/ON
オン

（ ）キー
DVDレシーバーの電源モード（スタンバイ /オ
ン）を切り替えます。

2 数字キー（0-9）
トラック番号やチャプター番号を入力する際に
使用します。
登録した放送局を選択します。

3 TREBLE
トレブル

/BASS
バス

キー
TREBLE（高音域）とBASS（低音域）の出力
レベルを切り替えます。

4 REPEAT
リピート

キー
リピート再生を設定します。

5 A-Bキー
指定した部分のみを繰り返し再生します（A-B
リピート）。

6 hキー
DVD/CDモード：ディスクを再生します。
USBモード : 再生を開始します。

7 ON
オン

 SCREEN
スクリーン

キー
DVDレシーバーのオンスクリーン情報の表示を
オン /オフにします。

8 ENTER
エンター

（決定）キー
選択を決定します。

9 SET
セット

 UP
アップ

キー
セットアップメニューの表示をオン /オフにし
ます。

0 AREA
エリア

キー
バーチャルサラウンドの範囲を切り替えます
（44ページ）。

A MODE
モード

キー
バーチャルサラウンドのモード（44ページ）
を切り替えます。

B ENHANCER
エンハンサー

（音質切り替え）キー
音質を切り替えます（45ページ）。

C SURROUND
サラウンド

キー
サラウンドエフェクトを設定します（44ペー
ジ）。

ご注意

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEK

P

Q

R
S

t

U

V
W

7
8

9

0

A

B
C

D

E
F

G

H

1

2

3

4

5
6

I
J

K
L

N

O

M
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各部の名称とはたらき
D 入力選択キー
入力を切り替える際に使用します。
DVD/CD：DVD/CDモードに切り替えます。
AUX：「ANALOG」（アナログ音声入力）/
「DIGITAL」（デジタル音声入力）/「FRONT 
IN」（PORTABLE端子）を切り替えます。
TUNER：TUNERモードに切り替えます。ま
た、FM/AM入力を切り替えます。
USB : USBモードに切り替えます。再生 /メ
ニュー画面に戻るには31ページをご参照くだ
さい。

E SUBTITLE
サブタイトル

（字幕）キー
字幕言語を切り替えます。

F ANGLE
アングル

キー
ディスクアングル（表示角度）を切り替えます。

G EJECT
イジェクト

（取り出し）（ ）キー
本機にセットされているディスクを取り出しま
す。

H SLEEP
スリープ

キー
スリープタイマーを設定します（46ページ）。

I DIMMER
ディマー

（明るさ）キー
フロントパネルディスプレイの明るさを調節し
ます（46ページ）。

J NIGHT
ナイト

キー
ナイトリスニングを設定します（45ページ）。

K sキー
DVD/CDモード：再生を停止します。長押しす
るとディスクを取り出します。
TUNERモード：長押しすると、プリセットを
解除します。
USBモード : 再生を停止します。

L PROG
プログラム

キー
DVD/CDモード：プログラム再生を設定しま
す。
TUNERモード：２秒以上長押しすると、自動
/手動プリセットを設定します。

M SHUFFLE
シャッフル

キー
トラックを順不同で再生します。

N eキー
DVD/CDモード：ディスク再生を一時停止しま
す。
USBモード : 再生を停止します。

O b / aキー（早戻し /早送り、スキップ
キー）
DVD/CDモード：前 /次のトラックまたはチャ
プターにスキップします。長押しすると早戻し
/早送りします。
USBモード : 前 / 次のトラックにスキップしま
す。長押しすると早戻し /早送りします。

dPRESET
プリセット

u

TUNERモード：登録した放送局を選択します。

P MENU
メニュー

キー
メニュー画面の表示をオン /オフにします。
（ビデオCDバージョン2.0の場合）プレイ
バックコントロール（PBC）の表示をオン /オ
フにします。ディスク再生中に押すと、トップ
メニューに戻ります。

Q  /  /  /  キー（左 / 右 / 上 / 下キー）
メニュー画面などで項目を選択、変更します。
TUNERモード：  /  キーでラジオ周波数の
調節をします。  /  キーで登録した放送局
を選択します。

R TOP
トップ

 MENU
メニュー

/RETURN
リターン

キー
前のメニュー画面に戻ります。
ディスクの最初のメニュー画面を表示します。

S DIRECT
ダイレクト

キー
オーディオダイレクト機能（映像のないディス
クの再生時にビデオ出力を止める機能）をオン
/オフします。
HDMI 出力には対応していません。
ダイレクトモード中のフロントパネルディスプ
レイは「DIM 2」の明るさ (40%の明るさ ) に
なります。

T VOLUME
ボリューム

（＋ /－）キー
音量を調節します。

U MUTE
ミュート

（消音）キー
消音します。消音を解除するには、再度

MUTE
ミュート

（消音）キーを押します。

V AUDIO
オーディオ

（音声）キー
音声言語（DVD）、音声チャンネル（ビデオ
CD）またはAAC（アドバンストオーディオ
コーディング）主音声 /副音声を切り替えます。

W ZOOM
ズーム

キー
映像を拡大します。
10



スピーカーの設置
設
置
と
接
続

設置と接続
2■ 各スピーカーの役割と設置場所
臨場感あるサラウンドを十分にお楽しみいただくためには、スピーカーを安定した場所に適切に設置す
る必要があります。以下はおすすめする設置例です。

それぞれのスピーカー（サブウーファー以外）は、視聴位置からほぼ同じ距離に設置すると最も効果的な音響効果が
得られるように設計されています。

1 フロントスピーカー (右、左）
テレビを中心に左右同じ距離で設置します。主にフロントチャンネル（ステレオ）の音と効果音を出力
します。

2 サブウーファー
サブウーファーは、前方の左右どちらかに設置します。壁の反射を防ぐため、少し内側に向けて設置し
てください。主に低音を強調して出力します。

－ 本システムは防磁設計となっていますが、テレビやモニターの映像が乱れる場合は、フロントスピーカーをテレビ
やモニターから離して設置してください。

－ DVDレシーバーとサブウーファーを設置する際には、放熱のために適度なスペースを確保してください。
－ 低音の聴こえかたは、サブウーファーを置く位置や聴く位置によって異なりますので、設置場所を変えてお楽しみ
ください。

スピーカーの設置

ご注意

1

2

1

サブウーファー

フロント
スピーカー（左）

フロント
スピーカー（右）

DVDレシーバー
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システム接続
■ スピーカーを接続する

－ DVDレシーバーとサブウーファーの電源コードは、すべてのケーブル接続が完了してから接続してください。
－ 付属のスピーカーケーブルは、赤い線と黒い線の長さが違う側をフロントスピーカーに接続してください。接続し
たケーブルは下方に垂らした状態にしてください。

－ サブウーファーおよびフロントスピーカーの赤い端子に赤い線を、黒い端子に黒い線を接続してください。

システム接続

ご注意

SYSTEM
CONNECTOR

6ΩMIN. /SPEAKER

SPEAKERS

MAINS

LR

R L

SYSTEM 
CONNECTOR

MAINS

TO SUBWOOFER

AUX IN

AUDIO

LINE OUT

S VIDEO

VIDEO

COMPONENT

Y

PR

PB

PCM/DTS
q DIGITAL

OPTICAL
DIGITAL IN VIDEO OUT

 (DVD ONLY)

D1/D2 
MONITOR OUT

 (DVD ONLY)

AM
ANT

GND

TUNER

HDMI

FM
ANT
75Ω UNBAL

L

R

L

R

フロント
スピーカー（右）

フロント
スピーカー（左）

サブウーファー

DVDレシーバー
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システム接続
設
置
と
接
続

2

フロントスピーカーを接続する

－ 付属のスピーカーケーブルは、赤い線と黒い線の長
さが違う側をフロントスピーカーに接続してくださ
い。接続したケーブルは下方に垂らしてください。

－ サブウーファーおよびフロントスピーカーの赤い端
子に赤い線を、黒い端子に黒い線を接続してくださ
い。

1 それぞれのスピーカーケーブルの先端の絶縁
部（被覆）を10mmほどはがして、露出さ
れたワイヤーをしっかりとよじります。しっ
かりよじらないとショート（接触）の原因に
なります。

2 スピーカー端子を左に回してゆるめます。

3 それぞれのスピーカー端子の穴に、露出され
たスピーカーケーブルの先端を差し込みま
す。

4 スピーカー端子を右に回して締めます。

サブウーファーを接続する

サブウーファーおよびフロントスピーカーの赤い端子
に赤い線を、黒い端子に黒い線を接続してください。

1 それぞれのスピーカーケーブルの先端の絶縁
部（被覆）を10mmほどはがして、露出さ
れたワイヤーをしっかりとよじります。しっ
かりよじらないとショート（接触）の原因に
なります。

2 スピーカー端子を左に回してゆるめます。

3 それぞれのスピーカー端子のわきの穴に、露
出されたスピーカーケーブルの先端を差し込
みます。

4 スピーカー端子を右に回して締めます。

ご注意

10 mm

赤 : プラス ( ＋ )
黒 : マイナス (－ )

ご注意

10 mm

R

L

赤 : プラス ( ＋ )
黒 : マイナス (－ )

R

L

R

L
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システム接続
バナナプラグ（市販）を接続する場合
スピーカー端子を強く締めてから差し込みます。

－ スピーカーケーブルは、プラス（＋）とマイナス
（－）がショート（接触）しないように接続してく
ださい。DVDレシーバーやスピーカーが破損する
原因となります。

－ スピーカーを接続する際は、スピーカーケーブルを
必ず固定してください。誤って手や足に引っ掛かる
と、スピーカーが落下する原因となります。

DVDレシーバーとサブウーファーを接続
する
システム接続ケーブルでシステム接続端子間を接
続します。

－ システム接続ケーブルを接続する際は、カチッと音
がするまでしっかり奥へ差してください。ケーブル
を抜くときは外側のスライドを手前に引いてロック
を外してから抜いてください。

－ サブウーファーをDVDレシーバー、ACアダプ
ター、テレビ、電波を発する機器などに近づけすぎ
ないでください。雑音が発生することがあります。

－ DVDレシーバーの電源を ONするとき、サブウー
ファーの電源コードはコンセントにつながっている
必要があります。つながっていない状態で DVDレ
シーバーの電源をONすると、サブウーファーは
正常に動作しません。

ご注意

R

L

赤 : プラス (＋ )
黒 : マイナス ( － )

ご注意

SYSTEM
CONNECTOR
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MONITOR OUT

 (DVD ONLY)
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HDMI
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L

R

L
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CONNECTORSYSTEM

CONNECTOR
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その他の接続
設
置
と
接
続

2■ テレビを接続する

－ お使いのテレビにあわせて下記（A)、（B)、（C)、（D）の中からいずれかを選択して映像信号を接続してくださ
い。

－ すべてのケーブル接続をしてから、DVDレシーバーおよびテレビの電源コードを接続してください。
－ テレビの光デジタル出力端子から音声信号をDVDレシーバーに入力する場合、「デジタルオーディオ機器を接続
する」(20ページ ) を参考にして、DVDレシーバーの光デジタル入力端子に接続してください。

 

コンポーネントビデオ出力端子<A>
別売りのコンポーネントビデオケーブル（赤 /青
/緑 ) で DVDレシーバーのY PB PR 端子とテレ
ビのコンポーネントビデオ入力端子（もしくはY 
Pb/Cb Pr/Cr/ YUV端子）を接続します。
プログレッシブ機能を有効にするには、38ペー
ジをご参照ください。

モニター出力端子<B>
付属のビデオ用ピンケーブルを使用してDVDレ
シーバーのモニター出力端子とテレビの映像入力
端子を接続します。

Sビデオ出力端子<C>
輝度信号と色差信号を分けて伝送し、一般的な映
像信号（コンポジット）より美しい映像を再生し
ます。市販のSビデオケーブルを使用してDVD

レシーバーのSビデオ出力端子とテレビのSビ
デオ入力端子を接続します。

D1/D2モニター出力端子<D>
輝度信号と2種類の色差信号を分けて伝送し、S
ビデオよりさらに美しい映像を再生します。市販
のケーブルを使って、D1/D2モニター入力端子
に接続してください。

－ D1/D2モニター出力端子 /コンポーネントビデオ
出力端子は、プログレッシブ信号を出力できます。
プログレッシブ対応のテレビを使用してさらに高画
質な映像をお楽しみいただく場合は、DVDレシー
バーの D1/D2モニター出力端子 /コンポーネン
トビデオ出力端子をテレビのD端子 /コンポーネ
ントビデオ入力端子に接続します。

－ テレビ側もプログレッシブ対応しているかご確認く
ださい。

－ プログレッシブ出力に設定している時、モニター出力端
子とSビデオ出力端子からは信号が出力されません。

その他の接続

ご注意

M 
TOR

AUX IN

AUDIO

LINE OUT

S VIDEO

VIDEO

COMPONENT

Y

PR

PB

PCM/DTS
q DIGITAL

OPTICAL
DIGITAL IN VIDEO OUT

 (DVD ONLY)

D1/D2 
MONITOR OUT

 (DVD ONLY)

L

R

L

R

<C><B><A> <D>

TV

ご注意
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その他の接続
■ HDMI 機器を接続する
HDMI (High-Definition Multimedia 
Interface) は、非圧縮のデジタル音声 /映像イ
ンターフェイスです。HDMI ケーブル一本で、
標準またはハイビジョン映像とマルチチャンネル
のデジタル音声をお楽しみいただけます。

HDCP(High-bandwidth Digital Content 
Protection) と HDMI を併用すると、コンテン
ツプロバイダーとシステム管理者にとって安全な
音声 / 映像インターフェイスをご提供できます。

HDMI で再生する
1 市販のHDMI ケーブルを使用し、DVDレ
シーバーのHDMI 出力端子とお使いの
HDMI 対応機器のHDMI 入力端子を接続し
ます。

2「オーディオ設定ページ」の「HDMI 音声出
力」（35ページ）からオーディオ出力を設
定します。

3「映像設定ページ」の「HDMI 映像」（38
ページ）から映像出力を設定します。

－ 本機はHDCP非対応のHDMI/DVI 機器には対応
していません。

－ 他のDVI 機器に接続するときは、別売りのHDMI/
DVI 変換ケーブルが必要です。

－ HDMI 接続については、HDMI 接続する機器の取
扱説明書もご参照ください。

－ データ転送中にHDMI を接続 /解除またはHDMI/
DVI の電源をオフにしないでください。
画像が乱れたり、雑音が発生することがあります。

ご注意

L

AV MONITOR OUT  (DVD ONLY)
AM

ANT

GND

TUNER

HDMI

FM
ANT
75Ω UNBAL

D1/D2 
NITOR OUT
VD ONLY)

AM
ANT

GND

TUNER

HDMI

FM
ANT
75Ω UNBAL

HDMI
IN

TV

DVDレシーバー
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その他の接続
設
置
と
接
続

2

HDMI オーディオ出力

*1:マルチチャンネル信号は、2チャンネルにダウンミックスして出力されます。
*2: HDMI 機器がドルビーデジタル、DTS、MPEGなどのビットストリーム信号に対応していない場合、オーディオ出力は自動
的にPCM信号になります。

*3: HDMI 機器がマルチチャンネルオーディオ信号に対応していない場合、オーディオ出力はPCMマルチチャンネル信号から
48kHz/16 ビットかそれ以下のPCMステレオ信号になります。

*4: HDMI 機器が 48kHz 以上に対応していない場合、オーディオ出力は自動的に48kHz/16 ビットの信号かそれ以下になりま
す。

あらかじめ「HDMI 音声出力」を設定する必要があります。(35ページ )

オーディオフォーマット アナログ出力
HDMI 音声出力

オート PCM OFF

DVD ビデオ

ドルビーデジタルマル
チチャンネル

マルチ *1
ドルビーデジタル *2*3

PCM 2 チャンネル オフ

ステレオ
ドルビーデジタル2
チャンネル マルチ *1/ ステレオ ドルビーデジタル *2

DTS マルチチャンネル
マルチ *1

DTS*2*3
ステレオ

DTS 2 チャンネル マルチ *1/ ステレオ DTS*2

MPEGマルチチャンネ
ル

マルチ *1
MPEG*2*3

ステレオ
MPEG 2 チャンネル マルチ *1/ ステレオ MPEG*2

PCM 2 チャンネル *4 マルチ *1/ ステレオ PCM 2 チャンネル
CD/MP3/WMA/
DivX 2 チャンネル マルチ *1/ ステレオ PCM 2 チャンネル

DTS-CD
マルチチャンネル

マルチ *1
DTS*2*3

ステレオ
2チャンネル マルチ *1/ ステレオ DTS*2

VCD 2チャンネル マルチ *1/ ステレオ PCM 2 チャンネル

SVCD
マルチチャンネル

マルチ *1
MPEG*2*3

ステレオ
2チャンネル マルチ *1/ ステレオ MPEG*2

ご注意
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その他の接続
■ FM/AMアンテナを接続する

1 付属のAMループアンテナをDVDレシーバー
のAM ANT端子に接続します。アンテナを
アンテナスタンドや壁などに設置します。
アンテナを壁に設置する場合は、アンテナス
タンドは必要ありません。

2 付属のFM簡易アンテナをDVDレシーバーの
FM ANT端子に接続します。別売りの屋外
アンテナを使用することによって、受信状態
を良くすることができます。

－ 放送局を受信している際に、アンテナを左右に回し
て受信状態が良いアンテナの角度を探してくださ
い。

－ 雑音を軽減するため、アンテナをテレビ、ビデオ
デッキなど電波を発する機器からできるだけ離れた
場所に配置してください。

ご注意

AM
ANT

GND

TUNER

HDMI

FM
ANT
75Ω UNBAL

1

2

アース（GND端子）
GND端子は安全アースで
はありません。雑音が多い
ときに接続すると、雑音を
低減することができます。
アースは市販のアース棒か
銅版に被覆線を接続し、湿
気の多い地中に埋めてくだ
さい。

FM簡易
アンテナ

AMループ
アンテナ
18



その他の接続
設
置
と
接
続

2

■ その他のAV機器を接続する
ビデオデッキ、カセットデッキなどの外部AV機器をDVDレシーバーのオーディオ端子に接続すると、
外部AV機器の音声をお楽しみいただけます。また録音機器を接続すると、DVDレシーバーで再生して
いる音声を録音することも可能です。ここではDVDレシーバーと外部機器の接続方法例を説明します。
外部AV機器については、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参照ください。

再生する
1 ビデオデッキを上図のようにテレビに接続し
ます。

2 DVDレシーバーのAUX入力端子とビデオ
デッキのオーディオ出力端子を接続します。
再生を開始する前に、AUXキーを押して
「ANALOG」を選択します。

ビデオデッキを使って録画する
1 DVDレシーバーのモニター出力端子とビデ
オデッキのビデオ入力端子を接続します。ま
たは、Sビデオ出力端子とビデオデッキのS
ビデオ入力端子を接続します。

2 DVDレシーバーの LINE出力端子とビデオ
デッキの音声入力端子を接続します。これに
よりアナログステレオ録音（2チャンネル）
が可能になります。

コピープロテクトがかかっている DVDは録画できま
せん。

AUX IN

AUDIO

LINE OUT

S VIDEO

VIDEO

COMPONENT

Y

PR

PB

/DTS
GITAL

CAL
AL IN VIDEO OUT

 (DVD ONLY)

MON
 (DV

L

R

L

R

1

2 12

TV

ビデオデッキ（例）

DVDレシーバー

ご注意
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その他の接続
■ デジタルオーディオ機器を接
続する

デジタルオーディオ機器を再生する
DVDレシーバーの光デジタル入力端子とデジタ
ルオーディオ機器のデジタル出力端子を接続しま
す。

再生を開始する前に、AUXキーを押して
「DIGITAL」を選択してください。

－ デジタル接続の場合、ソース機器の設定によって
は、MP3-CD などの音声が出力されないことがあ
ります。

－ デジタルオーディオ機器の接続や使用方法について
は、ご使用の機器に付属している取扱説明書をご参
照ください。

■ USB機器を接続する

USBポート
USB機器に保存されたMP3、WMA、AAC
ファイルを呼び出します。

DVDレシーバーのフロントパネル部分にある
USBポートに、USB機器を接続してください。

USB機器によって、認識されないこともあります。詳
しくは「USB機器について」(31ページ ) をご参照く
ださい。

ご注意

SYSTEM 
CONNECTOR

TO SUBWOOFER

AUX IN

AUDIO

LINE OUT

PCM/DTS
q DIGITAL

OPTICAL
DIGITAL IN

L

R

L

R

デジタルオーディオ機器

DVDレシーバー ご注意

DVDレシーバー

USB機器
20



リモコンの準備と基本設定
準
備
と
設
定

準備と設定
3

■ リモコンに電池を入れる

1 バッテリーカバーの を押し、バッテリー
カバーをリモコンから取り外します。

2 付属の単3乾電池(2本)を電池ケースに挿入
します。電池の向き ( ＋ / －極性 ) を正しく
挿入してください。

3 バッテリーカバーを装着します。

電池を交換する

リモコンの電池が消耗すると、リモコンでDVD
レシーバーを操作できる距離が極端に短くなりま
す。このような場合、早めに新しい電池と交換し
てください。

－ 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでくださ
い。

－ 種類の異なる電池（アルカリとマンガンなど）を混
ぜて使用しないでください。同じ形状でも、性質の
異なる場合がありますのでご注意ください。

－ 使い切った電池は、ただちにリモコンから取り出し
てください。リモコンに挿入したままにしておく
と、破裂や液漏れの原因となります。

－ 使い切った電池は、地域の条例または取り決めに
従って廃棄してください。

－ 電池が液漏れしている場合は、ただちに電池をリモ
コンから取り出し、廃棄してください。その際、肌
や衣服が漏れているバッテリー液に触れることのな
いよう十分ご注意ください。リモコンにバッテリー
液が付着している場合はきれいに拭き取ってから新
しい電池を挿入してください。

－ リモコンから電池を取り出したら、2分以内に新し
い電池を挿入してください。これ以上の時間が経過
すると、リモコンのメモリー内容が消去されます。

■ リモコンを使用する
リモコンでDVDレシーバーを操作する際は、リ
モコン赤外線送信部を本体のリモコン受光窓に向
けます。リモコン操作が可能な範囲は、本体から
6ｍ以内です。

1 目的に応じてリモコンのDVD/CDキーなど
の入力選択キーを押します。
→選択した操作モードがディスプレイに表
示されます。

2 h やb / aキーなどで入力を切り替え
て、お好みの機能を選択します。

－ リモコンに水や飲み物をこぼさないようご注意くだ
さい。

－ リモコンを落としたり、強い衝撃を与えたりしない
ようご注意ください。

－ リモコンを以下のような場所に放置しないでくださ
い。
－ 気温・湿度が高い場所（ヒーターの近くや風呂
場など）

－ 極端に気温が低い場所
－ ほこりっぽい場所

リモコンの準備と基本設定

ご注意

1

3

2を押す。

ご注意

30˚ 30˚

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEK

6m以内
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リモコンの準備と基本設定
■ テレビを設定する

－ 設定前に、すべてのケーブルが正しく接続されてい
ることをご確認ください。詳しくは「テレビを接続
する」（15ページ）をご参照ください。

－ 設定中に前のメニューに戻るには、 キーを押して
ください。

－ メニュー画面を閉じるには、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押し
てください。

－ 設定が適切でないときは、すべての設定をデフォル
トに戻すことができます（「デフォルト」41ペー
ジ）。

1 DVD/CDキーを押します。

→ディスプレイに「DVD CD」と表示されま
す。

2 テレビの電源を入れます。テレビの映像入力
切替を操作してDVDレシーバーの映像に切
り替えます。

テレビの映像出力タイプを設定する
DVDレシーバーから出力する映像方式を
「PAL」、「NTSC」、「マルチ」から選択できま
す。日本国内では通常、初期設定の「NTSC」を
変更する必要はありません。

1 DVD/CDモードに設定します。SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押してテレビ画面にセットアップメ
ニューを表示させます。

2  /  キーを押して「映像設定ページ」を
選択し、メニューページに入ります。

3  /  キーを押して「TVタイプ」を選

択し、  キーで決定します。
 

4  /  キーを押してテレビの映像方式に
応じて「PAL」、「NTSC」、「マルチ」のい
ずれかを選択します。

「PAL」 － PAL方式のテレビをご使用の場合に
選択します。海外で使用されている映像信号方式
のひとつです。NTSCで収録されたディスクは
PALに変換されて出力されます。

「NTSC」 － NTSC方式のテレビをご使用の場合
に選択します。日本国内の映像信号方式は
NTSCです。PAL方式で収録されたディスクは
NTSCに変換されて出力されます。

「マルチ」 － マルチシステムテレビ（PAL/
NTSC両システムに対応）をご使用の場合に選
択します。ディスクに収録されたとおりの信号を
出力します。

5 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

テレビ設定を変更する前に、ご使用のテレビがそ
のシステムに対応しているかご確認ください。

ご使用のテレビと選択されたフォーマットに互換
性がない場合は画像が乱れますが、15秒程度で
自動的に回復します。

リモコンを使って映像出力タイプを設定する場合
 

1 EJECT
イジェクト

（取り出し）( ) キーを押してディ
スクを取り出します。

2 キーを押して、続いてAUDIO
オーディオ

（音声）
キーを押します。

→ 初期設定のNTSCからPALへ切り替わりま
す。

ご注意

映像設定ページ
TVタイプ
TVディスプレイ
画質設定
ADV映像
プログレッシブ
S1/S2選択

PAL
NTSC
マルチ

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEK

AUDIO
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リモコンの準備と基本設定
準
備
と
設
定

3

テレビ画面を設定する
DVDレシーバーに接続しているテレビに合わせ
て、設定を変更します。再生するディスクが、選
択したフォーマットに対応していない場合、TV
ディスプレイの設定は反映されません。

1 DVD/CDモードに設定してから、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押します。

2  /  キーを押して「映像設定ページ」を
選択します。

3  /  キーを押して「TVディスプレイ」

を選択し、  キーで決定します。

4  /  キーを押して「4:3 パンスキャ
ン」、「4:3 レターボックス」、「16:9」のい
ずれかを選択します。

「4:3 パンスキャン」 － ワイドではないテレビを
ご使用の場合に選択してください。ワイドの映像
を再生すると、縦は画面いっぱいに、横は左右が
カットされた状態で見えます。

「4:3 レターボックス」 － ワイドではないテレビ
をご使用の場合に選択してください。ワイドの映
像を再生すると、画面の上下に帯が入った状態で
見えます。

「16:9」 － ワイドテレビをご使用の場合に選択
してください。

5 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

■ 言語を設定する
お好みの言語を設定します。ディスクを再生する
際、ここで選択した言語が自動的に適用されま
す。再生するディスクに、選択した言語が収録さ
れていない場合、ディスクの初期設定の言語が代
わりに適用されます。ただし、OSD言語（オン
スクリーンメニュー）には、選択した言語が適用
されます。

－ 設定中に前のメニューに戻るには、 キーを押して
ください。

－ メニュー画面を閉じるには、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押し
てください。

－ 設定が適切でないときは、すべての設定をデフォル
トに戻すことができます（「デフォルト」41ペー
ジ）。

オンスクリーンメニュー（OSD）を使用
する

1 DVD/CDモードに設定してから、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押します。

2  /  キーを押して「一般設定ページ」を
選択します。

3  /  キーを押して「OSD言語」を選択

し、  キーを押します。
 

4  /  キーで、お好みの言語を選択し、

ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

TVタイプ
TVディスプレイ
画質設定
ADV映像
プログレッシブ
S1/S2選択

4:3パンスキャン
4:3レターボックス
16:9

映像設定ページ

ご注意

一般設定ページ
ディスクロック
プログラム
OSD言語
スクリーンセーバー
オートスタンバイ
DIVX(R)VODコード

ENGLISH
日本語
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リモコンの準備と基本設定
音声、字幕、ディスクメニュー言語を設
定する
1 リモコンのsキーを2回押して再生を停止し

てから、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押します。

2  /  キーを押して「言語・その他設定
ページ」を選択し、メニューページに入りま
す。

3  /  キーを押して「音声言語」、「字幕
言語」、「ディスクメニュー言語」のいずれか
を選択します。

4  /  キーでお好みの言語を選択し、

ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

メニュー内の言語以外を選択したい場合、「その
他」を選んでから数字キーで4桁の言語コード

を入力し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。言
語コードについては「言語コード一覧」（53
ページ）をご参照ください。

5 手順3～4を繰り返し実行して、他の項目を
設定します。

■ スピーカーの設定を調節する
各スピーカーの音量レベルを調節することができ
ます。この設定を調節することで、最適な視聴空
間をつくりだすことができます。

－ 設定中に前のメニューに戻るには、 キーを押して
ください。

－ メニュー画面を閉じるには、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押し
てください。

－ 設定が適切でないときは、すべての設定をデフォルトに
戻すことができます（「デフォルト」41ページ）。

1  /  キーを押して「オーディオ設定ペー
ジ」を選択し、メニューページに入ります。

2  /  キーで「スピーカー」を選択し、 

 キーを押します。

3  /  キーを押して、最適な距離を設定し
ます。
各スピーカーの音量レベル ( -6dB～+6dB )
を調節することができます。

4 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

自動的にテストトーンが出ます。それを参考に、各ス
ピーカーの設定を調節してください。

言語・その他設定ページ
音声言語
字幕言語
ディスクメニュー
視聴制限
PBC
MP3/JPEGナビ
VRリスト
パスワード

英語
中国語 
日本語
フランス語
スペイン語
ポルトガル語
ポーランド語
イタリア語

ご注意

ご注意

オーディオ設定ページ
HDMI音声出力
スピーカー
アップサンプリング
リップシンク

0db
0db
0db

スピーカー音量設定

フロント左
フロント右
サブウーファー
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ディスク操作
再
生
操
作

再生操作
4

－ ディスクを再生中にキーを押した際、テレビ画面に
禁止マーク（ または×）が表示された場合、そ
の機能は利用できません。

－ ディスクによって、操作方法や操作内容が異なる場
合があります。

－ ディスク以外のものをディスク挿入口に入れないで
ください。故障の原因となることがあります。

■ 再生する
1 リモコンのDVD/CDキーを押します。ディ
スプレイに「DVD CD」と表示されます。

2 テレビの映像入力切替を操作してDVDレシー
バーの映像に切り替えます。詳しくは「テレビ
を接続する」（15ページ）をご参照ください。

3 ディスクをディスク挿入口に挿入します。

4 自動的に再生が始まります。

テレビ画面にディスクメニューが表示された場合
は、「ディスクメニューの操作」（27ページ）を
ご参照ください。

視聴制限機能により再生を制限されている場合
は、6桁のパスワードを入力する必要がありま
す。詳しくは「視聴制限」（39ページ）をご参
照ください。

■ よく使う機能

再生の一時停止

ディスクを再生中に、eキーを押します。
→ 再生が一時停止され、音が消えます。hキー
を押すと、通常の再生に戻ります。

スキップ（頭出し）

bキーを押すと、再生中のチャプター/トラッ
クの先頭にスキップします。

aキーを押すと、次のチャプター/トラックの
先頭にスキップします。

数字キーでチャプター /トラックの番号を入力す
ると、そのチャプター /トラックにスキップしま
す。

リピート（繰り返し）機能が作動中の場合、
bキー / aキーを押すと同じチャプター/ト
ラックが繰り返し再生されます。

早送り /早戻し

aキー（または  キー）を押し続けると、早
送りになります。bキー（または  キー）を
押し続けると、早戻しになります。

キーを繰り返し押すと、早送り／早戻しのスピー
ドが変わります。

hキーを押すと、通常の再生に戻ります。

再生の停止

再生中にsキーを押して、再生を停止します。

ディスク操作

ご注意

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEKe
h

s

数字キー

b / a
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ディスク操作
■ リピート（繰り返し）

リピート（繰り返し）再生
チャプター /タイトル /ディスクのリピート再生
（DVDビデオ）

REPEAT
リピート

キーを押すたびに、テレビ画面の表示
が次のように変わります。

 チャプター *：再生中のチャプターを繰り返
し再生します。

 タイトル *：再生中のタイトルを繰り返し再
生します。

 ディスク *：ディスク全体を繰り返し再生し
ます。

リピートOFF：通常再生に戻ります。

*DVDビデオによっては正しく機能しない場合
があります。

トラック /ディスクのリピート再生（DVDビデ
オ以外のディスクの場合）

REPEAT
リピート

キーを押すたびにテレビ画面の表示が
次のように変わります。

 トラック：再生中のトラックを繰り返し再生
します。

 ディスク：ディスク全体を繰り返し再生します。

リピートOFF：通常再生に戻ります。

ビデオ CDでプレイバックコントロール（PBC）を使
用している際は、リピート再生が機能しない場合があ
ります。

A-Bリピート
1 ディスク再生中、リピートを開始したい位置
でA-B キーを押します。

2 リピートを終了したい位置でA-Bキーを押し
ます。

→ A-B リピート再生が始まります。

3 A-B リピートを解除するには、A-B キーを押
します。

■ シャッフル（VRフォーマット対
応ディスクを除く）　
ディスク内のタイトル /グループ /アルバムに複
数のチャプターまたはトラックがある場合、チャ
プターまたはトラックを順不同で再生できます。

ディスク再生中にSHUFFLE
シャッフル

キーを押して、
「シャッフル」、「シャッフルリピート」または
「シャッフルOFF」を選択します。

→ 選択モードが数秒間フロントパネルディスプ
レイに表示されます。

シャッフル：再生中のディスク内にあるすべての
トラックを順不同で再生します。

シャッフルリピート：すべてのトラックを順不同
で繰り返し再生します。

ご注意

チャプター タイトル

ディスクリピート OFF

トラック ディスク

リピート OFF
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ディスク操作
再
生
操
作

4

■ DVD/ビデオCD/スーパービ
デオCDの各種機能

ディスクメニューの操作
ディスクによっては、挿入すると自動的にディス
クメニューをテレビ画面に表示する場合もありま
す。

再生の機能や再生する項目を選択するには

 /  /  /  キーまたは数字キーで選択

し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーで再生を開始します。

メニューを呼び出す場合または抜け出すには

リモコンのMENU
メニュー

キーを押します。

ディスクメニューの画面表示
再生中にディスク情報を呼び出して、タイトルま
たはチャプターの番号、再生経過時間、音声言
語、字幕言語などをテレビ画面に表示することが
できます。

1 再生中にON
オ ン

 SCREEN
スクリーン

キーを押します。

→ ディスク情報がテレビ画面に表示されます。

DVD

ビデオCD/スーパービデオCD

2   /  キーを押して見たい情報を選択

し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押して設定に入
ります。

3 数字キーまたは  /  キーを押して、数
字や時間を入力します。数字キーで左から順
に、「時間：分：秒」を入力します。（たとえ
ば、「1時間5分20秒」は「1:05:20」と

入力します。）ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押しま
す。

→ 選択したタイトル、チャプター、またはト
ラックに再生が切り替わります。

ズーム
映像を部分的に拡大します。また、拡大画像を再
生中または一時停止中にパン（表示箇所を移動）
します。

1 再生中または一時停止中にZOOM
ズーム

キーを押

します。  /  /  /  キーで拡大した
い部分を移動できます。

→再生はそのまま続きます。

2 ZOOM
ズーム

キーを繰り返し押して、元のサイズ
に戻します。

レジューム機能
停止した位置を記憶して、次回そこから再生を始
める機能です。本機はディスク10枚分の停止位
置を記憶できます。

1 ディスク（最近再生した10枚のうち1枚）
を挿入します。

→ 「LOAD」とディスプレイにメッセージが表
示されます。

2 メッセージ表示中にhキーを押して、前回の
停止位置から再生を開始します。

レジューム機能を解除するには

停止した状態でもう一度sキーを押すと、レ
ジューム機能が解除されます。

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEK

ON
オン

 SCREEN
スクリーン

ZOOM
ズーム

TOP
トップ

 MENU
メニュー

/

RETURN
リターン

MENU
メニュー

SUBTITLE
サブタイトル

( 字幕 ) AUDIO
オーディオ

（音声）

ANGLE
アングル

メニュー

ビットレート16 タイトル経過時間 0:02:25

タイトル
チャプター
音声設定言語
字幕言語

02/14
02/14
5.1CH
OFF

ENG

メニュー

ビットレート16 タイトル経過時間 0:02:25

トラック
トータル時間
トラック時間
リピート

02/14
0:49:17
0:03:43
OFF
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ディスク操作
コマ送り
1 再生中にリモコンのeキーを押します。

2 再生を一時停止にしてから、繰り返しeキー
を押します。（押すたびに少しずつコマ送り
されます。）

3 通常の再生に戻すには、hキーを押します。

音声言語を選択する
複数の音声言語または音声フォーマットを収録し
ているディスクを再生中に、音声言語やフォー
マットを選択することができます。また、外部デ
ジタル機器から2か国語音声を入力している場
合、AUDIOキーにより、主音声 /副音声 /両方
の切替ができます。

AUDIO
オーディオ

（音声）キーを繰り返し押して、お好み
の音声言語を選択します。

音声チャンネルを選択する（ビデオCDのみ）

AUDIO
オーディオ

（音声）キーを繰り返し押して、「ステレ
オ」、「LEFT-MONO」、「RIGHT-MONO」、
「MIX-MONO」のいずれかを選択します。

プレイバックコントロール（PBC）の操
作 (ビデオ CD のみ )
プレイバックコントロール（PBC）機能のある
ビデオCDでは、テレビ画面にメニューを表示
させ、見たい場面や情報を選ぶことができます。

1 MENU
メニュー

キーを繰り返し押して「PBC ON」
または「PBC OFF」を選択します。

→ 「PBC ON」を選択すると、テレビ画面にメ
ニューが表示されます。

→ 「PBC OFF」を選択すると、メニューが表
示されずに最初から再生が始まります。

2「PBC ON」を選択した場合、bキー / 
aキーまたは数字キーでメニュー項目を選

択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーで決定します。

→ 「PBC ON」が選択されている場合、再生中

に TOP
トップ

 MENU
メニュー

/RETURN
リターン

キーを押すと、メ
ニュー画面が表示されます。

■ DVDの各種機能

字幕言語を選択する
複数の字幕言語を収録しているディスクを再生中
に、お好みの字幕言語を選択することができま
す。

SUBTITLE
サブタイトル

（字幕）キーを繰り返し押して、お
好みの字幕言語を選択します。

アングルの選択
同時に複数のアングルから撮影したシーンを収録
しているディスクを再生中に、お好みのアングル
を選択することができます。

ANGLE
アングル

キーを繰り返し押します。

タイトルを選択する
複数のタイトルを収録しているディスクを再生す
る場合、お好みのタイトルから再生を開始するこ
とができます。

1 TOP
トップ

 MENU
メニュー

/RETURN
リターン

キーを押します。

→ ディスクのタイトルメニュー画面が表示され
ます。

2  /  /  /  キーまたは数字キーでお
好みのタイトルを選択します。

3 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。
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ディスク操作
再
生
操
作

4

■ MP3/WMA/DivX/JPEG/
コダックピクチャーCDの再
生
本機は市販のJPEG画像ディスクおよびCD-R
や CD-RWディスクに保存したJEPG画像など
をテレビ画面に表示することができます。MP3、
WMA、DivX、JPEGに対応しています。

テレビ画面にメニュー画面が表示されていることをご
確認ください。詳しくは「テレビ画面を設定する」
（23ページ）をご参照ください。

1 ディスクを挿入します。

多くの曲が1枚のディスクに編集されているた
め、読み込み時間が30秒を超えることがありま
す。

→ ディスクメニューがテレビ画面に表示されます。

2  /  キーでお好みのフォルダーを選択

し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーで選択したフォル
ダー内に入ります。

3  /  キーでトラックまたはファイルを
選択します。

4 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

→ 選択したファイルから再生が始まり、フォル
ダーの最後まで再生します。

ディスクメニューが表示されている間は、次の操
作が可能です。
－ bキー / aキーを押すと、現在再生中のフォ
ルダー内にある他のトラックまたはファイルを選択
することができます。

－ ディスク内にある他のフォルダーを選択したい場合

は、  キーを押してメニュー画面に戻り、  / 

 キーでフォルダーを選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。

－ 再生を一時停止する場合は eキーを押します。
通常再生に戻る場合はhキーを押します。

－ JPEGディスクを再生中、  /  /  /  
キーで画像を回転します。

－ 3072× 2048以下の JPEGファイルに対応し
ていますが、画像比率によっては正しく表示されな
いことがあります。

MP3ディスクの機能
MP3ディスクフォーマット（ISO9660フォーマット）
は以下に対応しています。
－“.MP3”または“.mp3”がついたMP3ファイル
－ 最大30文字
－ 最大8レベルのディレクトリー
－ 最大298 のアルバム番号
－ 最大648 のトラック番号
－ VBRビットレートに対応
－ 32、44.1、48/16、22.05、24kHz の各サン
プリング周波数に対応

以下の再生はできません。
－ MP3や JPEG以外のファイルが収録されたディ
スク

－ 日本語のファイル名、日本語MP3テキスト
－ ファイナライズされていないディスク
－ UDFフォーマットで記録されたディスク

MP3ディスクの再生について：
－ 多くの曲が1枚のディスクに編集されているため
読み込み時間が10秒を超えることがあります。

－ マルチセッションディスクに対応しています。

インターネットからのMP3ファイルのダウンロードや、
お持ちの正規のディスクのコピーは、著作権上取り扱いに
十分な配慮が必要です。

JPEGとMP3の同時再生
1 MP3ファイルを再生します。

→ テレビ画面にディスクメニューが表示されます。

2 MP3のトラックを選択します。MP3再生中
に画像を選んでhキーを押します。

→ MP3の音声再生はそのまま続き、画像が順
に切り替わります。

3 MENU
メニュー

キーを押すと画像再生が終わり、メ
ニュー画面に戻ります。

4 sキーを押してMP3の再生を停止します。

ご注意

ご注意
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ディスク操作
－ ディスクの構成や特性、録音状況などにより、コ
ダックピクチャーCD、JPEGまたはMP3などの
ディスクを正常に再生できないことがあります。

－ MP3ディスクの再生中に音とびが起こることがあ
りますが、これは異常ではありません。

－ インターネットからのダウンロードした DivX ファ
イルの再生の際に、ピクセル化が起こることがあり
ますが、これはコンテンツの解像度の問題で、異常
ではありません。

－ さまざまなフォーマットで複数のセッションが収録
されたディスクを再生する場合、 最初のセッション
のみが再生されます。

■ ピクチャーCDの機能

テレビ画面にメニュー画面が表示されていることをご
確認ください。詳しくは「テレビ画面を設定する」
（23ページ）をご参照ください。

1 ピクチャーCDを挿入します。 

→ コダックピクチャーCDディスクを再生する
場合、自動的にスライドショーが始まります。

→ JPEGディスクを再生する場合、テレビ画面
にピクチャーメニューが表示されます。

2 hキーを押すと、スライドショーが始まりま
す。

プレビュー機能（JPEG）
現在再生中のフォルダーまたはディスク全体の内
容を表示します。

1 再生中にsキーを押します。

→ テレビ画面に12枚の画像が表示されます。

2 画像が12枚以上ある場合、次のプレビュー
画面を見るときはaキーを押し、前のプ
レビュー画面を見るときはbキーを押し
ます。

3  /  /  /  キーでお好みの画像を選

択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押して再生を
始めます。

4 MENU
メニュー

キーを押すと画像再生が終わり、
ディスクメニューに戻ります。

画像のズーム

1 再生中にZOOM
ズーム

キーを押します。

2  /  /  /  キーで拡大したい部分を
移動できます。

画像の回転

再生中、  /  /  /  キーで画像を回転で
きます。

 ：画像を垂直に反転します。

 ：画像を水平に反転します。

 ：画像を反時計回りに回転します。

 ：画像を時計回りに回転します。

画像の切り替え効果

ANGLE
アングル

キーを押すたびに、切り替え効果を変更
できます。

→ テレビ画面の左上に画像の切り替え効果が表
示されます。

ご注意

ご注意

（表示例）
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■ USB機器について
USB機器に保存されているMP3、WMA、
AACファイルを再生できます。

対応USB機器
本機はFAT12、FAT16、FAT32方式を利用
したフラッシュメモリー、カードリーダー、携帯
音楽プレイヤーなどのUSB大容量記憶装置に対
応しています。

－ USB機器によっては正常に作動しない場合があり
ます。

－ USB機器の消費電力が高すぎるため、ご使用にな
れないことがあります。その場合、TV画面にそう
いった内容のメッセージが表示されます。

－ 80GB を超える外部ハードディスクには対応して
いません。

－ USBチャージャー、USBハブ、PCなどのUSB
大容量記憶装置以外の機器と接続しないでくださ
い。

再生機能
ヤマハおよび販売店は、本機に接続されたUSB
機器内のデータの損失については一切補償いたし
ません。万一に備えて、データのバックアップを
行った後に使用されることをおすすめします。

1 USB機器をUSBポートに接続してくださ
い。(「USBポート」20ページをご参照く
ださい。)

2 USBキーを押す。
ファイルやフォルダーの数によっては、読み
込み時間が30秒を超えることもあります。

→TV画面にファイルメニューが表示されます。

3「MP3/WMA/DivX/JPEG/ コダックピク
チャーCDの再生」の手順に従ってくださ
い。29ページをご参照ください。

USBモードを解除するには

入力選択キー（DVD/CD、AUX、TUNER）を
押します。

－ USBモードでは、リピート再生はできません。
－ TV画面にローディング中を示すメッセージが表示
されているときは、USBモードにアクセスできま
せん。

－ コピープロテクトがかかっているファイル（WMA
ファイルを除く）は再生できません。

－ 最大648ファイルまで表示することができます
が、再生できないファイルがある場合は 648ファ
イル以下の表示になります。

－ USB機器がパーティション管理されている場合
は、ひとつめのパーティションのみが表示されま
す。

－ 2GBを超えるファイルは再生できません。

ご注意

ご注意
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セットアップメニュー

オンスクリーンメニュー
メニュー一覧表

セットアップメニュー

メインメニュー メニューアイテム 設定／サブメニュー 設定／パラメーター ページ

一般設定ページ

ディスクロック ロック、ロック解除 33
プログラム 入力メニュー 33
OSD言語 ENGLISH、日本語 34
スクリーンセーバー ON、OFF 34
オートスタンバイ ON、OFF 34
DivX（R）VOD コード （DivX 登録コードの表示） 34

オーディオ設定ページ

HDMI 音声出力 オート、PCM、OFF 35

スピーカー設定
スピーカー音量設定 （フロント左 ) -6dB ～ +6dB (0) 24

（フロント右） -6dB ～ +6dB (0) 24
（サブウーファー） -6dB ～ +6dB (0) 24

アップサンプリング OFF、88.2 kHz (X2) 35
リップシンク ディレイ時間 0 ～ 200ms 35

映像設定ページ

TVタイプ PAL、NTSC、MULTI 36

TVディスプレイ 4:3 パンスキャン、
4:3 レターボックス、16:9 36

画質設定

標準、明るい、ソフト 36
パーソナル （ブライトネス） -20 ～ +20 (0) 36

（シャープネス） -7 ～ +7 (0) 36
（コントラスト） -16 ～ +16 (0) 36

（色彩） -9 ～ +9 (0) 37
（色の濃さ） -9 ～ +9 (0) 37

ADV映像

DCDI OFF、ON 37
ガンマ補正 -7 ～ +7 (0) 37
クロマディレイ -3 ～ +3 (0) 37

ワイドスクリーン作成 ノンリニアストレッチ、
4:3 ピラーボックス、OFF 37

HDMI 映像 480P、576P、720P、
1080I、1080P、オート 38

TRUE LIFE 0 ～ +5 38
DVI レンジ エンハンス、標準 38

プログレッシブ OFF、ON 38
S1/S2選択 S1、S2 39

言語・その他設定ペー
ジ

音声言語 英語、日本語、フランス語、
スペイン語、ポルトガル語、
ポーランド語、イタリア語、
トルコ語

24
字幕言語 24

ディスクメニュー 24

視聴制限 レベル１～レベル８ 39
PBC ON、OFF 40
MP3/JPEG ナビ メニューあり、メニューなし 40
VRリスト オリジナルリスト、プレイリスト 40
パスワード 変更 41

DivX 字幕
グループ1、グループ2、
グループ3、グループ4、
グループ5

41

デフォルト リセット 41
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DVDレシーバーの初期設定をお好みにあわせて
変更したり、便利な機能を設定できます。

－ 設定中に前のメニューに戻るには、 キーを押して
ください。

－ メニュー画面を閉じるには、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押し
てください。

－ 設定が適切でないときは、すべての設定をデフォルトに
戻すことができます（「デフォルト」41ページ）。

■ 一般設定ページ
1 DVD/CDモードに設定し、リモコンのSET

セット

 

UP
アップ

キーを押します。

2  /  キーで「一般設定ページ」を選択し、
メニューページに入ります。

3 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

ディスクロックの設定
すべてのディスクに対して、制作者によって視聴
制限レベルが設定されているわけではありませ
ん。ディスクをロックすることにより、特定の
ディスクを再生できなくすることが可能です。本
機では、最大40枚までのディスクをロックする
ことができます。

1「一般設定ページ」から  /  キーで 

「ディスクロック」を選択し、  キーで決定
します。

「ロック」

現在DVDレシーバーに入っているディスクを
ロックします。この設定後、ディスクを再生した
いときは、6桁のパスワード入力をして設定を変
更してください。パスワード初期値は000 
000です。詳しくは「パスワードの変更」（41
ページ）をご参照ください。

「ロック解除」

現在DVDレシーバーに入っているディスクの
ロックを解除します。ロック解除後は、パスワー
ド入力なしで、再生できます。

2  /  キーで設定し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。

プログラム再生
（オーディオCD、DVD、ビデオCD、スーパー
ビデオCD）

プログラムを作成すると、トラックやチャプター
をお好みの順番で再生することができます。最大
20トラックまで設定可能です。

1 リモコンのPROG
プログラム

キーを押します。

または「一般設定ページ」から  /  キーで
「プログラム」を選択します。  キーを押して
「入力メニュー」をハイライトします。

2 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

プログラムの入力

3 数字キーでプログラムしたいトラックまたは
チャプター番号を入力します。

4  /  /  /  キーで次の位置へカーソ
ルを移動させます。

→ 10トラック以上プログラムする場合は、
aキーで次のページを表示させます。または、 

 /  /  /  キーでプログラムメニューの

「次へ」をハイライトし、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キー
を押します。

5 手順3と4を繰り返して、他のトラックまた
はチャプター番号を入力します。

トラックの削除

1  /  /  /  キーで削除したいトラッ
クを選択します。

2 ENTER
エンター

（決定）キーを押して、選択したト
ラックをプログラムメニューから削除しま
す。

ご注意

一般設定ページ
ディスクロック
プログラム
OSD言語
スクリーンセーバー
オートスタンバイ
DIVX(R)VODコード

1    04
2    10
3    _ _

4    _ _
5    _ _

6    _ _

7    _ _
8    _ _
9    _ _

10   _ _

プログラム：トラック(01-17)

終了 開始 次へ
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3 PROG
プログラム

キーを押してメニュー画面を閉じま

す。または、  /  /  /  キーで「終

了」を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押し

ます。

OSD言語
On Screen Display（オンスクリーンディスプ
レイ）すなわちテレビ画面に表示されるセット
アップメニューやその他のメニューの言語を変更
することができます。詳しくは「音声、字幕、
ディスクメニュー言語を設定する」（24ページ）
をご参照ください。

スクリーンセーバー
スクリーンセーバーのオン /オフを設定します。

1「一般設定ページ」から  /  キーで

「スクリーンセーバー」を選択します。  
キーで決定します。

「ON」

再生を停止または一時停止した状態で15分以上
経過したときに、テレビ画面がスクリーンセー
バーに変わります。

「OFF」

上記の状態でも、スクリーンセーバーになりませ
ん。

2  /  キーで選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。

3 前のメニューに戻るには、 キーを押してく

ださい。メニュー画面を閉じるには、SET
セ ッ ト

 

UP
アップ

キーを押してください。

オートスタンバイ機能をオン /オフに設
定する
オートスタンバイ機能をオン /オフに設定しま
す。

1「一般設定ページ」から  / キーで

「オートスタンバイ」を選択します。  キー
で決定します。

「ON」

ディスク再生を停止した状態で、30分以上経過
したとき、またはディスクメニューを表示したま
ま、何も操作しない状態が3時間以上続いたと
きに、自動的にDVDレシーバーをスタンバイ状
態に切り替えます。

「OFF」

オートスタンバイ機能を無効にします。

2  / キーで選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。

DivX® VOD登録コード
DivX® VOD（ビデオ・オンデマンド）サービス
を利用してビデオを賃借または購入するための登
録コードを表示します。詳しくは
www.divx.com/vod. をご覧ください。
本機で再生するには、コンピューターでCD-R/
RWにダウンロードします。

1「一般設定ページ」から  /  キーで

「DivX（R）VODコード」を選択し、  
キーで決定します。

→ 登録コードが表示されます。

2 メニュー画面に戻るには、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。

DivX® VODからダウンロードしたビデオは本機での
み再生可能です。

ご注意
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■ オーディオ設定ページ
1 DVD/CDモードに設定し、SET

セ ッ ト

 UP
アップ

キーを
押します。

2  /  キーで、「オーディオ設定ページ」を
選択します。

3 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

HDMI オーディオ設定
HDMI 端子に接続したHDMI 対応機器にDVD
レシーバーを接続すると、接続機器に対応した
HDMI 出力端子を設定します。詳しくは「HDMI
オーディオ出力」（17ページ）をご参照くださ
い。

1「オーディオ設定ページ」から  /  

キーで「HDMI 音声出力」を選択し、  キー
で決定します。

「オート」

HDMI 端子に接続した機器に合わせて、DVDレ
シーバーを自動的に最適な状態に設定します。

「PCM」

HDMI 端子経由で、デコードされたマルチチャ
ンネルまたは2チャンネルのPCM信号を出力
します。

「OFF」

HDMI オーディオ出力を無効にします。

2  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

DVDレシーバーにHDMI 接続されたモニター /レ
シーバーが、HDMI 信号入力に非対応の場合は、
「OFF」に設定してください。

スピーカー設定
高品質な音響効果をつくりだすことができます。

アップサンプリング
音楽CDを高いサンプリング周波数に変換し、
音質を向上させます。アップサンプリングを有効
にすると、DVDレシーバーは自動的にステレオ
モードに切り替わります。

アップサンプリングが有効になっているときは、
ミュージックエンハンサー、ナイトリスニングの機能
は使用できません。

1「オーディオ設定ページ」から  /  

キーで「アップサンプリング」を選択し、  
キーで決定します。

「OFF」

アップサンプリングを無効にします。

「88.2 kHz (X2)」

オリジナルの2倍のサンプリング周波数に変換
します。

2  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

リップシンク
リップシンク機能とは、フロントスピーカーから
出力される音声とデジタル処理された映像とのず
れを調節する機能です。この出力タイミングのず
れを、音声を遅らせて出力することにより補正し
ます。

可変範囲：0～200ms

1「オーディオ設定ページ」から  /  

キーで「リップシンク」を選択し、  キーで
決定します。

2   / キーで「ディレイ時間」

(0～ 200ms) を設定し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。ご注意

オーディオ設定ページ
HDMI音声出力
スピーカー
アップサンプリング
リップシンク

ご注意
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■ 映像設定ページ
1 DVD/CDモードに設定し、SET

セ ッ ト

 UP
アップ

キーを
押します。

2  /  キーで「映像設定ページ」を選択し
メニューページに入ります。

3 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

TVタイプ
DVDレシーバーから出力される映像方式を
「PAL」、「NTSC」、「マルチ」から選択できま
す。詳しくは「テレビの映像出力タイプを設定す
る」（22ページ）をご参照ください。

「プログレッシブ」（38ページ）が「オン」に設定され
ている場合、ディスクの記録方式によって、コンポ
ジットビデオ出力 /Sビデオ出力が異なります。

テレビ画面の設定
DVDレシーバーに接続しているテレビのサイズ
に応じて、「4：3パンスキャン」、「4：3レター
ボックス」、「16：9」のいずれかを設定します。
詳しくは「テレビ画面を設定する」（23ページ）
をご参照ください。

画質設定
色調を自分の好みや再生ソースに合わせて調整で
きます。

1「映像設定ページ」から  /  キーで

「画質設定」を選択し、  キーで決定します。

「標準」

標準的な画質になります。

「明るい」

画像がより明るく映し出されます。

「ソフト」

画像がより柔らかく映し出されます。

「パーソナル」

ブライトネス、シャープネス、コントラスト、
色彩、色の濃さの画質調整ができます。

2  /  キーで項目を選択し、 ENTER
エンター

（決
定）キーで決定します。

3「パーソナル」を選択すると、テレビ画面に
メニューが表示されます。

4  /  キーを押して、次のメニューから
変更したい項目を選択します。

「ブライトネス」

 /  キーで、画像全体の明るさを調整できま
す。「0」が平均的な明るさです。-20から+20
まで数値を調節できます。

「シャープネス」

 /  キーで、画像輪郭を調整できます。

「０」が平均的な鮮明さです。-7から +7まで数
値を調節できます。

「コントラスト」

 /  キーで、明暗の強弱を調整できます。
「0」が平均的なコントラストです。-16から
+16まで数値を調節できます。

ご注意

ディスクの
記録方式 TVタイプ

出力形式

コンポーネント
ビデオ出力

コンポジット
ビデオ出力
/Sビデオ出力

NTSC PAL 576p 480i

NTSC 480p 480i

MULTI 480p 480i

PAL PAL 576p 575i

NTSC 480p 575i

MULTI 576p 575i

映像設定ページ
TVタイプ
TVディスプレイ
画質設定
ADV映像
プログレッシブ
S1/S2選択

0
0
0
0
0

パーソナルピクチャー設定

ブライトネス
シャープネス
コントラスト
色彩
色の濃さ
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「色彩」

 /  キーで、色合いを調整できます。「0」が
平均的な色彩です。-9から +9まで数値を調節
できます。

「色の濃さ」

 /  キーで、色のレベルを調整できます。
「0」が平均的なカラーです。-9から +9まで数
値を調節できます。

5  /  キーを使用して、設定値を調節しま
す。

6 手順4と5を繰り返し、他の画質設定の項目
を調節します。

7 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

HDMI 出力時には、すべての画質設定が無効になりま
す。

高度な画質設定
以下のビデオパラメーターを設定できます。ご使
用のテレビに画像比率を設定することをおすすめ
します。

[DCDI]

画面上のちらつきやジャギーノイズ（輪郭のぎざ
ぎざ）を画素単位で補正します。特にスローモー
ション再生の際、画質が最適化され、効果的で
す。この機能はプログレッシブスキャン出力時に
のみ有効です。

1「映像設定ページ」で「ADV映像」を選択し
ます。

2   /  キーで「DCDI」を選択し、  
キーで決定します。

「OFF」

DCDi 機能を無効にします。

「ON」

DCDi 機能を有効にします。

3  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

[ ガンマ補正 ]

暗い画像や明るい画像を見やすく調節できます。
プラスにすると画面の暗い部分が強調され、マイ
ナスにするとコントラストが強調されます。この

機能はHDMI 出力時には、使用できません。

-7から +7まで数値を調節できます。

1「映像設定ページ」で「ADV映像」を選択し
ます。

2  /  キーで「ガンマ補正」を選択し、

 キーで決定します。

3  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決
定）キーを押します。

[ クロマディレイ ]

彩度信号と明暗信号は同時に伝送できません。彩
度信号の出力遅延時間を調整し、鮮明な映像を映
し出すことができます。この機能はHDMI 出力
時には、使用できません。

-3から +3まで数値を調節できます。

1「映像設定ページ」で「ADV映像」を選択し
ます。

2  /  キーで「クロマディレイ」を選択

し、  キーで決定します。

3  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決
定）キーを押します。

[ ワイドスクリーン作成 ]

画像比率を設定します。この機能はプログレッシ
ブスキャンとHDMI 出力時にのみ使用できます。

1「映像設定ページ」で「ADV映像」を選択し
ます。

2   /  キーで「ワイドスクリーン作成」

を選択し、  キーで決定します。

「ノンリニアストレッチ」

非線形伸縮（画面の中心部がサイドに比べて伸縮
されないこと）で、16:9 の画面上に4:3の映
像を表示します。

「4:3 ピラーボックス」

伸縮せずに、16:9 の画面上に4:3の映像を表
示します。

「OFF」

画像比率を調節することができません。

3  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

ご注意
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[HDMI 映像 ]

ご使用のモニターに合わせて、解像度を設定しま
す。この機能はHDMI 端子経由でHDMI 対応機
器にDVDレシーバーを接続している場合のみ、
使用できます。

1「映像設定ページ」で「ADV映像」を選択し
ます。

2  / キーで「HDMI 映像」を選択し、

キーで決定します。

「480P」

480プログレッシブスキャンビデオ

「576P」

576プログレッシブスキャンビデオ

「720P」

720プログレッシブスキャンビデオ

「1080I」

1080インタレースビデオ

「1080P」

1080プログレッシブスキャンビデオ

「オート」

ご使用の機器に合わせた解像度が自動的に選択さ
れます。

3  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

「オート」以外の設定で、解像度設定がご使用のHDMI
機器に対応していない場合、HDMI ビデオ信号は適切
に出力されません。下記の手順で「HDMI 映像」を
「480P」に変更します。
－ ディスクがセットされている場合、  キーを押し
ディスクを取り出します。

－  キーを押します。

－ AUDIO
オーディオ

（音声）キーを押します。
ディスク再生中は、上記の操作を行わないでください。

[TRUE LIFE]

画像の濃度を調節します。プラスにすると、画像
情報を詳細に再現します。

この機能はプログレッシブスキャン（コンポーネ
ントビデオ出力端子を使用）とHDMI 出力にの
み使用できます。0から5まで数値を調節でき
ます。

1「映像設定ページ」で「ADV映像」を選択し
ます。

2  /  キーで「TRUE LIFE」を選択し、 

 キーで決定します。

3  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決
定）キーを押します。

[DVI レンジ ]

接続機器に合わせて、DVI 出力範囲を設定しま
す。HDMI 端子経由でDVI-D対応機器にDVD
レシーバーを接続している場合のみ、使用できま
す。

1「映像設定ページ」で「ADV映像」を選択し
ます。

2  /  キーで「DVI レンジ」を選択し、 

 キーで決定します。

「エンハンス」

画像の白黒部分が明瞭でない場合に選択します。

「標準」

「エンハンス」を選択しても、画像が正常に表示
されない場合に選択します。

3  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

プログレッシブ機能
DVDレシーバーのD1/D2モニター出力端子 /
コンポーネントビデオ出力端子は、プログレッシ
ブ信号を出力できます。プログレッシブ対応のテ
レビで再生することで、高密度でちらつきの少な
い高品質な画像が楽しめます。

－ テレビ側もプログレッシブ対応しているかご確認く
ださい。テレビの操作方法については、ご使用のテ
レビに付属している取扱説明書をご参照ください。

－ DVDレシーバーの D1/D2モニター出力端子また
はコンポーネントビデオ出力端子が、プログレッシ
ブ対応テレビの映像入力端子に接続されている必要
があります。

1「映像設定ページ」から  /  キーで

「プログレッシブ」を選択し、  キーで決定
します。

「OFF」

プログレッシブ出力しません。

ご注意

ご注意
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「ON」

プログレッシブ出力します。

2  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

→ テレビ画面に設定を確認する表示が出た場合
は、表示ガイドにしたがって設定を行ってくださ
い。

→ ご使用のテレビが選択されたフォーマットと
互換性がない場合は画像が乱れますが、15秒程
度で自動的に回復します。

リモコンを使ってプログレッシブ出力をオフにす
る場合

1 EJECT
イジェクト

（取り出し）( ) キーを押してディ
スクを取り出します。

2 キーを押して、続いてANGLE
アングル

キーを押し
ます。

S1/S2選択
ワイドテレビ対応の信号を追加したS1端子 /
S2端子を持つ機器（テレビなど）と接続する場
合に設定します。

1「映像設定ページ」から  /  キーで

「S1/S2選択」を選択し、  キーで決定し
ます。

「S1」

S1端子（4:3 映像と16:9映像の判別が可能）
と接続する場合に選択します。

「S2」

S2端子（4:3 映像と16:9映像に加えて、
16:9映像の上下に帯を付加して4:3 にしたレ
ターボックス信号の識別が可能）と接続する場合
に選択します。

2  /  キーで項目を選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

■ 言語・その他設定ページ
1 リモコンのsキーを2回押して再生を停止

し、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを押します。

2  /  キーで「言語・その他設定ページ」
を選択します。

3 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

音声、字幕、ディスクメニュー言語
音声言語、字幕言語、ディスクメニュー言語をそ
れぞれ設定することができます。詳しくは「音
声、字幕、ディスクメニュー言語を設定する」
（24ページ）をご参照ください。

視聴制限
視聴制限レベルの設けてあるDVD（ディスクの
ジャケットなどに表示があります）では、お子様
が視聴するのに適さないシーンがある場合、ディ
スク全体または特定のシーンに視聴制限をかける
ことができます。8段階のレベル設定があります
が、国によって制限レベルが異なります。

「視聴制限」を選択すると、以下のメニューが表
示されます。

1「言語・その他設置ページ」から  /  

キーで「視聴制限」を選択し、  キーで決定
します。

言語・その他設定ページ
音声言語
字幕言語
ディスクメニュー
視聴制限
PBC
MP3/JPEGナビ
VRリスト
パスワード

言語・その他設定ページ
音声言語
字幕言語
ディスクメニュー
視聴制限
PBC
MP3/JPEGナビ
VRリスト
パスワード

レベル1
レベル2
レベル3
レベル4
レベル5
レベル6
レベル7
レベル8
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セットアップメニュー
2  /  キーで、DVDレシーバーにセット
されているディスクの視聴制限レベルを設定

し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）キーを押します。

3 数字キーを使って、6桁のパスワードを入力
します。初期設定では「000 000」がパス
ワードに設定されています。必要に応じて
「パスワードの変更」（41ページ）をご参照
ください。

→ 視聴制限レベルを設定すると、それより高い
視聴制限レベルに指定されているディスクを
DVDレシーバーで再生できなくなります。ロッ
クしたディスクを再生するには、パスワード入力
が必要になります。

視聴制限レベルについて

数値が小さいほど視聴制限は厳しくなります。た
とえば、レベル3（PG）に設定した状態でレベ
ル4（PG13）のディスクを再生しようとする
とパスワードの入力画面になります。シーンごと
にレベル設定されているディスクならば、その
シーンをとばすか、代替シーンが収録されている
場合は、それを再生することもできます。

－ ビデオ CD、スーパービデオ CD、CDや海賊版
DVDなどに視聴制限をかけることはできません。

－ ディスクのジャケットに表示がある場合でも、レベ
ルがコード化されていないために、視聴制限機能が
効かないことがあります。

PBC（プレイバックコントロール）
プレイバック再生を「ON」または「OFF」にで
きます。この機能はビデオCD2.0にのみ有効で
す。詳しくは「プレイバックコントロール
(PBC) の操作 ( ビデオCDのみ )」（28ページ）
をご参照ください。

MP3/JPEGナビ
MP3や JPEG画像を再生するときに、再生方
法の操作画面を表示するかしないかを設定しま
す。

1「言語・その他設定ページ」から  /  

キーで「MP3/JPEG ナビ」を選択し、  
キーで決定します。

「メニューあり」

操作画面を表示し、お好みのファイルを選んで再
生します。

「メニューなし」

操作画面を表示せず、すべてのファイルを自動的
に再生します。

2  /  キーで設定し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。

VRフォーマットの再生
VR（ビデオレコーディング）フォーマットには、
ディスクに実際に記録される「オリジナルリス
ト」とオリジナルを元に編集して作成される「プ
レイリスト」という2種類のタイトルがありま
す。この設定は、VRフォーマットに対応してい
ないディスクでは選択できません。

1「言語・その他設定ページ」から  /  

キーで「VR リスト」を選択し、  キーで決
定します。「オリジナルリスト」または「プ
レイリスト」を選択します。

「オリジナルリスト」

実際に記録されているタイトルを再生します。

「プレイリスト」

オリジナルを元に編集して作成されたタイトルを
再生します。プレイリストが作成されていない場
合は選択できません。

2  /  キーで選択し、ENTER
エ ン タ ー

（決定）
キーを押します。

3 SET
セット

 UP
アップ

キーを押してセットアップメニュー
を閉じます。

4 hキーを押すと、選択されたタイトルが再生
されます。

ご注意
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パスワードの変更
「ディスクロック」と「視聴制限」で使用する6
桁のパスワードを設定します。工場出荷時のパス
ワードは「000 000」です。

1「言語・その他設定ページ」から  /  

キーで「パスワード」を選択し、  キーを押
して「変更」を選択します。

 

2 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

→ パスワード変更メニューが表示されます。

3 数字キーで現在の（古い）パスワードを入力
します。

→ はじめてパスワードを設定するときは、
「000 000」を入力します。

→ パスワードを忘れてしまったときは、「000 
000」を入力します。

4 新しいパスワードを入力します。

5 もう一度新しいパスワードを入力します。

6 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

→ 新しいパスワードの登録完了です。

DivX文字コードの選択
DivX® VOD（ビデオ・オンデマンド）サービス
を利用してダウンロードしたビデオに字幕がある
場合、字幕言語の文字コードを選択することがで
きます。

1「言語・その他設定ページ」から  /  

キーで「DivX字幕」を選択します。  キー
を押して「グループ1」を選択します。

2 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

－ ディスクの種類や記録環境によっては、再生できな
いことがあります。

－ 外部字幕ファイルが正しく表示されない、もしくは
まったく表示されないことがあります。

－ .srt、.sub、.ssa、.smi という拡張子の外部字幕
ファイルに対応しています。
(これらのファイルはディスクメニューに表示され
ません。）

－ 外部字幕ファイルをご使用の際は、ファイル名の先
頭に動画ファイルのファイル名を入力してくださ
い。

－ 同じ動画ファイルで最大10種類の外部字幕ファイ
ルに切り替えることができます。

デフォルト
セットアップメニューの設定を工場出荷時の初期
設定値に戻すことができます。

1「言語・その他設定ページ」から  /  

キーで「デフォルト」を選択します。  キー
を押して「リセット」を選択します。

2 ENTER
エンター

（決定）キーを押します。

→ 視聴制限、ディスクロック、パスワード以外
のすべての設定が、工場出荷時の初期設定値にな
ります。

言語・その他設定ページ
音声言語
字幕言語
ディスクメニュー
視聴制限
PBC
MP3/JPEGナビ
VRリスト
パスワード

変更

古いパスワード
新しいパスワード
パスワード確認

OK

ご注意
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チューナーの操作

その他の機能
DVDレシーバーに FMアンテナとAMアンテナが接
続されていることをご確認ください。

■ 放送局を選局する
1 リモコンのTUNER

チューナー

キーを押します。ディス
プレイに「TUNER/FM」（FM放送）または
「TUNER/AM」（AM放送）と表示されま
す。どちらかを選択します。

2  /  キーを押します。

→ ディスプレイに「SEARCH」と表示されま
す。

→ 次の放送局が自動的に選択されます。

3 手順2を繰り返して、お好みの放送局を選択
します。

4 電波の弱い放送局を選択する場合、  /  
キーを数回押して周波数を調節しながら選局
します。

■ 放送局を登録する
（プリセット）
本機には、お好みの放送局（FM放送、AM放送
合計30局）を登録することができるプリセット
機能があります。

－ プリセット設定中20秒経過しても操作が行われな
い場合、自動的にプリセットから抜け出します。

放送局を自動登録する
（自動プリセット）
最初に選局される放送局のプリセット番号を指定
して、自動登録を開始することができます。

1 リモコンの TUNER
チューナー

キーを押します。ディス
プレイに「TUNER/FM」または「TUNER/
AM」と表示されます。

2 b / aキーまたは数字キーを使ってプ
リセット番号を入力します。

3 リモコンのPROG
プログラム

キーを数秒間押すと
「AUTO」とディスプレイに表示されます。

→ プリセット番号の入力がない場合、プリセッ
ト番号１から順に自動登録を開始します。すでに
放送局が登録されている番号に新しい放送局を登
録すると、以前登録されていた放送局は消去さ
れ、新しい放送局が登録されます。

放送局を手動登録する（手動プリセット）
お好みの放送局を選んで登録することができま
す。

1 登録したい放送局を選局します。詳しくは
「放送局を選局する」（42ページ）をご参照
ください。

2 リモコンのPROG
プログラム

キーを押します。

3 b / aキーでプリセット番号を選択しま
す。

4 PROG
プログラム

キーをもう一度押して登録します。

チューナーの操作

ご注意

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEK

数字キー

PROG
プログラム

dPRESET
プリセット

u
（b / a）

TUNER
チューナー

ご注意
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■ 登録した放送局を選局する
（プリセット選局）
b / aキーまたは数字キーで、聴きたい放送
局のプリセット番号を入力します。

→ ディスプレイにプリセット番号、ラジオ周波
数の順に表示されます。

プリセットを解除する
本機のsキーを「Preset Deleted」と表示さ
れるまで長押しします。

→ 現在選局している放送局の登録が解除されま
す。
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サウンドの調節
高品質な音響効果をつくりだすには、DVDレシーバー
とスピーカーが正しく接続されているかご確認くださ
い。詳しくは「スピーカーを接続する」（12ページ）
をご参照ください。

 

■ バーチャルサラウンド

バーチャルサラウンド機能をオン /オフに
設定する
2.1 チャンネル音声を5.1チャンネルの仮想サ
ラウンド音声に切り替えることができます。

･ リモコンのSURROUND
サラウンド

キーを押します。

→ディスプレイに「SURR ON」と表示されま
す。

バーチャルサラウンド機能を解除するには

再度SURROUND
サラウンド

キーを押します。

→ディスプレイに「SURR OFF」と表示されま
す。

バーチャルサラウンドの範囲を切り替える
バーチャルサラウンドの範囲を切り替えることが
できます。

バーチャルサラウンド機能が作動している際に、

リモコンのAREA
エリア

キーを押します。

「NARROW」

音場が比較的鮮明になります。最適な視聴空間は
比較的狭くなります。

「WIDE」

音場が比較的不鮮明になりますが、最適な視聴空
間が広くなります。

バーチャルサラウンドのモードを切り替え
る
バーチャルサラウンドのモードの設定を切り替え
ることができます。

バーチャルサラウンドのモードが作動している際

に、リモコンのMODE
モード

キーを押します。

「MUSIC」

音楽モードにします。

「MOVIE」

映像モードにします。

音響バランスを調節する
視聴位置に合わせて、音響バランスを調節しま
す。

1 バーチャルサラウンド機能が作動している際

に、リモコンのSURROUND
サラウンド

キーを長押し
します。
→ディスプレイに「POS CENT」と表示さ
れます。

2 ３秒以内にVOLUME
ボリューム

（＋ / －）キーを押す
と、音響バランス（POS L6, POS L5, 
POS L4, POS L3, POS L2, POS L1, 
POS CENT, POS R1, POS R2, POS R3, 
POS R4, POS R5, POS R6）を調節でき
ます。
→ 3秒以内に操作が行われない場合、通常の
音量調節機能に戻ります。

DVDレシーバーの電源を切ると、選択した音響バラン
スが自動的に「POS CENT」に戻ります。

サウンドの調節

ご注意

STANDBY/ON EJECT

DIMMER

BASS TREBLE

ENTER

DIRECT

DVD/CD

TUNER

SURROUND

AUX

SUBTITLE ANGLE ZOOM AUDIO

MUTE

AREA

MODE

USB

ENHANCER

NIGHT

REPEAT

ON SCREEN MENU

SET UP
TOP MENU

/RETURN

FREQ/TEXT

MODE START

PRESET PRESET

PROG

A-B SHUFFLE

SLEEP

PTY SEEK

TREBLE
トレブル

/
BASS

バス

AREA
エリア

MODE
モード

SURROUND
サラウンド

VOLUME
ボリューム

( ＋ /－ )

ENHANCER
エンハンサー

( 音質切り替え )

ご注意
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■ ミュージックエンハンサー
音の厚みや迫力、華やかさやグルーブ感を蘇らせ
て、より良い音質を作り出します。リモコンの

ENHANCER
エンハンサー

（音質切り替え）キーを押します。

→ディスプレイに「ENH ON」と表示されま
す。

エンハンサー機能を解除するには

再度 ENHANCER
エンハンサー

（音質切り替え）キーを押し
ます。

→ディスプレイに「ENH OFF」と表示されま
す。

－ ナイトリスニングとミュージックエンハンサーは、
同時に使用できません。

－ アップサンプリングが有効になっているときや、
96kHz のサンプリングレートで収録されたディス
クを再生しているときは、ミュージックエンハン
サーの機能は使用できません。

■ ナイトリスニング
ナイトリスリングを設定すると、大きな効果音を
抑えて会話やヴォーカル音声などをはっきりと聞
こえるように再生し、かすかな音は聴き取ること
ができる程度に大きく再生されます。夜間にアク
ション映画などを視聴するときに便利です。

リモコンのNIGHT
ナイト

キーを押します。

→ ナイトリスリングが作動すると、ディスプレ
イに「NIGHT ON」と表示されます。

ナイトリスニングを解除するには

再度NIGHT
ナイト

キーを押します。

→ディスプレイに「NIGHT OFF」と表示され
ます。

－ ナイトリスニングとミュージックエンハンサーは、
同時に使用できません。

－ アップサンプリングが有効になっているときや、
96kHz のサンプリングレートで収録されたディス
クを再生しているときは、ナイトリスニングの機能
は使用できません。

■ 高音と低音レベルを調節する
TREBLE( 高音域 )と BASS（低音域）のレベル
を調節することによって、さらにリアルなサラウ
ンドサウンドをお楽しみいただけます。

1 リモコンのTREBLE
トレブル

キーまたはBASS
バ ス

キー
を押します。

2 3秒以内にリモコンのVOLUME
ボリューム

（＋ /－）
キーで、高音域と低音域のレベル ( -6dBか
ら+6dBまで1dB単位で調節可能 ) を調節
します。

3秒以内に操作が行われない場合、操作はキャン
セルされ通常の音量設定に戻ります。

■ 音量を調節する
音量を上げるにはリモコンのVOLUME

ボリューム

＋キー、

下げるにはVOLUME
ボリューム

－キーを押します。

→ 音量を最小にすると「VOL MIN」とディス
プレイに表示されます。音量を最大にすると
「VOL MAX」と表示されます。

一時的に消音にするには

リモコンのMUTE
ミュート

キーを押します。

→ 消音になっている状態で再生は続きます。

消音を解除するには

再度MUTE
ミュート

キーを押します。

ご注意

ご注意

ご注意
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その他の操作
■ スタンバイ状態に切り替える
DVDレシーバーまたはリモコンのSTANDBY

スタンバイ

/

ON
オン

（ ）キーを押します。

→ スタンバイ（待機）中は、リモコンからの赤
外線信号を受信するために、少量の電力を消費し
ます。

■ フロントパネルディスプレイ
の明るさ調節
リモコンのDIMMER

ディマー

（明るさ）キーを押して、
DVDレシーバーのディスプレイをお好みの明る
さに調節します。

DIM 1：70％の明るさにします。

DIM 2：40％の明るさにします。

DIM OFF：通常の明るさに設定します。

■ スリープタイマーの設定
スリープタイマーを設定すると、設定した時間の
経過後、本機の電源を自動的にスタンバイ状態に
切り替えることができます。

1 リモコンのSLEEP
スリープ

キーを押して、ディスプ
レイに「SLEEP XX」を表示させます。
（XXは、スリープタイマーを設定する時間
を分単位で表します。例：15、30、45、
60、OFF）

2 リモコンのSLEEP
スリープ

キーを繰り返し押すと、
順に15、30、45、60、OFFとディスプ
レイの設定時間が変わります。お好みの設定
時間を選択します。

スリープタイマーを解除するには

リモコンのSLEEP
スリープ

キーを繰り返し押して、
「SLEEP OFF」を選択します。

■ 外部AV機器で録画/録音する
1 外部レコーダーをDVDレシーバーに接続す
ると、DVDレシーバーで再生している映像
や音声を外部レコーダーで録画したり、録音
することができます。外部レコーダーの接続
方法については、「その他のAV機器を接続
する」（19ページ）をご参照ください。

2 リモコンの入力選択キー（DVD/CD、
TUNER、AUX、またはUSB）を押して入
力を選択し、録音するソースの再生を準備し
ます。

3 外部AV機器の録音を開始します。

外部レコーダーの機能については、ご使用の機器に付
属している取扱説明書をご参照ください。

その他の操作

→ ディスプレイに「SLEEP」と表示されま
す。ただし「SLEEP OFF」を選択した場合
は表示されません。

→ DVDレシーバーがスタンバイ（待機）に
切り替わる10秒前から、ディスプレイにカ
ウントダウンが表示されます。

「SLEEP 10」 → 「SLEEP 9」.... →

「SLEEP 2」 → 「SLEEP 1」

ご注意
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使用中に正常に作動しなくなった場合は、まず下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められ
た場合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、電源を切り、電源コードをコンセントから抜
いてから、お買上げ店または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

故障かな？と思ったら

症状 解決方法
電源が入らない 電源プラグがしっかりと差し込んであるかご確認ください。

DVDレシーバーのSTANDBY
スタンバイ

/ON
オン

キーを押して電源を入れてください。
映像が出ない 正しいビデオ入力を選択してください。詳しくはテレビの取扱説明

書をご参照ください。
DVD/CD モードになっていることをご確認ください。

映像が歪む、または色が正しく表示されない 「TVタイプ」の設定を変更する際に左記の症状が発生した場合は、
15秒間自動的に回復するのを待ってください（21ページ）。
プログレッシブスキャン機能を再生する際に左記の症状が発生した
場合は、15秒間自動的に回復するのを待ってください（36ペー
ジ）。
すべてのケーブルが正しく接続されていることをご確認ください。
画像が多少歪むことがありますが、故障ではありません。
ディスクに汚れがある場合は拭いてください。

テレビ設定をしても画面サイズが切り替えられない ディスク情報および使用しているディスクの種類をご確認くださ
い。
「TV設定」で選択した設定が、ご使用のテレビの仕様と一致して
いるかご確認ください。

音が出ない、または歪む 接続したアンプやテレビのボリュームを調節してください。
スピーカーが正しく接続されているかご確認ください。
すべてのスピーカーケーブルが正しく接続されていることをご確認
ください。
オーディオケーブルが正しく接続されていることを確認し、ソース
の入力選択ボタン（AUXなど）を押してください。
サブウーファーの電源コードが正しく接続されているかご確認くだ
さい。
DVDレシーバーの対応ディスク情報および使用しているディスク
の種類をご確認ください。

片側のチャンネルの音がほとんど出ない スピーカーが正しく接続されているかご確認ください。
アングルや字幕、音声言語などの機能が作動しない ディスクによって操作できない機能があります。ディスクのジャ

ケット等にある説明もご覧ください。
DVDをビデオデッキで録画できない コピープロテクトがかかっているDVDは、複製することができません。
ディスクが自動で取り出される DVDレシーバーの対応ディスク情報および使用しているディスク

の種類をご確認ください。
テレビ画面に表示されるメニュー項目を選択できない セットアップメニューに入る前に、sキーを2度押して再生を停

止してください。
ディスクによっては選択できないメニュー項目があります。

ディスクが再生できない DVD+R/DVD+RW/DVD-R/DVD-RW/CD-R/CD-RWのレコー
ダーでファイナライズされていないディスクは再生できません。
DVDレシーバーで再生できるディスク、映像方式（PALまたは
NTSC）およびリージョンコードをご確認ください。
ディスクが破損している可能性があります。別のディスクを再生し
てみてください。

セットアップメニュー画面を消すには、SET
セ ッ ト

 UP
アップ

キーを再度押し
ます。
視聴制限レベルの変更や、ロックされたディスクの再生にはパス
ワードの入力が必要です。
DVDレシーバーの内部に結露が発生することがあります。ディス
クを取り出し、1時間程度電源を入れた状態で放置してください。
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DVDレシーバーで再生している音声を外部レコーダー
で録音できない

適切なオーディオソースを使用してください。

DVDレシーバーに接続したAV機器で再生している音
声を外部レコーダーで録音できない

DVDレシーバーとAV機器をアナログ接続してください。

音量が大きくならない /音が歪む DVDレシーバーに接続している機器の電源を入れてください。
サブウーファーから音が出ない サブウーファーが正しく接続されていることをご確認ください。

セットアップメニューで、サブウーファーの音量を調節してくださ
い。

リモコンのSURROUND
サラウンド

キーで、正しいサラウンド設定を選択し
てください。
再生しているソースがサラウンド音声（DTS、ドルビーデジタル
など）で録音または放送されていることをご確認ください。

フロントパネルディスプレイに「SPEAKER ERR」と
表示される

サブウーファーの電源コードを抜いた状態で、フロントスピーカー
が正しく接続されているかご確認ください。
DVDレシーバーの電源モードをスタンバイ状態にして電源コード
を抜いてください。約30 秒経ってから電源コードをコンセントに
再接続して電源をオンにしてください。

放送局の受信感度が悪い 選択している放送局の電波が弱い場合、アンテナの高さや方向、設
置場所を調節するか、別売りの屋外アンテナをご使用ください。
DVDレシーバーをテレビやビデオデッキから離して設置してくだ
さい。
正しい周波数に合わせてください。
電気製品から雑音が出ている場合があります。アンテナをすべての
機器から離して設置してください。

リモコンでDVDレシーバーを正しく操作できない リモコンのキー（hキー、 b / aキー）を押す前に、入力
モードを選択してください。
リモコンの操作範囲内で操作してください。
新しい電池と交換してください。
リモコン赤外線送信部をDVDレシーバーのリモコン受光窓に向け
て操作してください。
電池が正しくセットされていることをご確認ください。

DivXの映像を再生できない DivX ファイルがDivX バージョン5.x の「Home Theater」モー
ドでエンコードされていることをご確認ください。

DVDレシーバーが作動しない 電源コードを抜き、数分後にコンセントに再接続して電源をオンに
してください。

USB機器が認識されない USB機器が正しく接続されていることをご確認ください。
USB大容量記憶装置でも、作動しない場合があります。
DVDレシーバーをスタンバイ状態にして、電源を入れてくださ
い。
DVDレシーバーをスタンバイ状態にしてUSB機器を抜いた後、
再度接続し、DVDレシーバーの電源を入れてください。
USB機器に付属のACアダプターがある場合は、接続してくださ
い。
テレビ画面に「USB機器が対応していない」という内容のメッ
セージが表示された場合は、DVDレシーバーがUSB機器に対応
しているかをご確認ください（「USB機器について」31ページ）。
テレビ画面に「USB機器の消費電力が高すぎるため、対応してい
ない」という内容のメッセージが表示された場合は、USB機器を
使用できません（31ページ）。

HDMI 接続時、画像が表示されない 下記の手順で「HDMI 映像」を「480P」に切り替えてください。

1．フロントパネルの  キーを押してください。またはリモコ
ンのsキーを長押しし、ディスクを取り出してください。

2．リモコンの  キーを押してください。

3．リモコンのAUDIO
オーディオ

（音声）キーを押してください。

症状 解決方法
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ディスクをDVDレシーバーに挿入できない DVDレシーバーの電源を入れて、ディスプレイに「NO DISC」
と表示されてからディスクを挿入してください。

キー またはhキーを押して、ディスク挿入口からディスクを
完全に取り出し、ディスプレイに「NO DISC」と表示されてから
再生したいディスクを挿入してください。

症状 解決方法
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用語解説
AAC（Advanced Audio Cording）
MPEG-2/MPEG-4オーディオ規格に含まれるデジ
タル圧縮オーディオ信号です。BS／地上波デジタ
ル放送で採用されています。最大で48チャンネル
音声までを効率良く圧縮して記録、伝送できます。

DivX
DivXNetwork, Inc が開発した、映像や音声データ
を圧縮、伸張するプログラムです。3.11、4.x、
5.x などがあります。高画質のままファイル容量を
小さくすることができます。DivX 形式に映像を変
換したり、作成したファイルを再生するにはDivX
対応コーディングが必要です。

DTS（Digital Theater Systems)
Digital Theater Systems社が開発したデジタ
ル・サラウンド・システムです。最大5.1 チャンネ
ルのサウンドが再生でき、ドルビーデジタルよりも
圧縮率が低いため、リアルな音響効果が得られま
す。

JPEG（Joint Photographic Coding 
Experts Group)
静止画像を10分の１～100分の１に圧縮する技
術です。名称は、画像圧縮アルゴリズムを制定する
目的で設立された団体の名前（Joint 
Photographic Coding Experts Group）に由来
します。風景や写真データなどを圧縮するのに効果
的です。

MP3（MPEG Audio Layer-3)
高い品質を保ったまま、データ量を大幅に圧縮でき
る音声データ圧縮技術です。MPEG1とMPEG2
の音声圧縮で使われています。CD品質のデジタル
サウンドデータを約10分の１に圧縮できます。

MPEG（Moving Pictures Experts Group)
動画および音声の圧縮規格の名称です。
ISO（工業標準の策定を目的とする国際機関
International Organization for Standardization
の略）と IEC（電気、電子、通信、原子力などの分
野で各国の規格・標準の調整を行なう国際機関
International Electrotechnical Commission の
略）が共同で標準化しました。
MPEG1、MPEG2、MPEG4の３つの規格があり
ます。MPEG１の画質はVHSビデオ並みで、ビデ
オCDなどで利用されています。MPEG2の画質は
S-VHSビデオ並みで、DVDビデオなどで利用され
ています。

VR（ビデオレコーディング）フォーマット
録画後に編集ができる、DVDの記録方式です。VR
フォーマット対応のプレーヤーでのみ再生可能で
す。

Sビデオ端子
Sビデオ信号を入出力する端子です。映像信号を、
輝度を表すY信号と色を表すC信号に分けて伝送
するため、より美しい映像で録画、再生を楽しむこ
とができます。

アスペクト比
画面や画像の縦と横の長さの比率です。従来のテレ
ビは3対4、ワイドテレビなどは9対16です。

アナログ
データが時間的または空間的に連続して変化する量
で表されることです。アナログ端子は、左右２つの
チャンネルから音声を出力します。

HDMI
HDMI (High-Definition Multimedia Interface) 
は非圧縮のデジタル音声 /映像インターフェイスで
す。HDMI はデータ出力元（セットトップボックス
やAVレシーバーなど）と音声 /映像モニター（デ
ジタルテレビなど）を接続し、標準またはハイビ
ジョン映像とマルチチャンネルのデジタル音声を1
本のケーブルで伝送します。HDMI はすべての
ATSC（Advanced Television System 
Committee）HDTV標準を伝送し、将来的な要求
に備えた処理能力で8チャンネルのデジタル音声を
伝送します。
HDCP (High-bandwidth Digital Content 
Protection) と併用すると、コンテンツプロバイ
ダーとシステム管理者にとって安全な音声 /映像イ
ンターフェイスをご提供できます。
詳しくは、www.hdmi.org/ をご覧ください。

インターレース
１画面の走査線を奇数段、偶数段に分け、交互に表
示する走査方式です。通常のテレビに使われていま
す。

コンポーネントビデオ端子
コンポーネントビデオ信号を入出力する端子です。
映像信号を、輝度を表すY信号と色を表すPB/CB
信号及びPR/CR 信号の３系統に分け、それぞれの
信号を独立して伝送するため、色をより忠実に再現
できます。

サラウンド
リスナーの周囲に複数のスピーカーを配置すること
で、３次元の音場効果を生み出すシステムです。

視聴制限
青少年に好ましくないディスクや場面の視聴を拒否
するためにDVDビデオに組み込まれた機能です。

ディスクメニュー
DVDに音声、字幕、アングルなどの情報が収録さ
れている場合、テレビ画面にメニューが表示されま
す。これらのメニューをディスクメニューと呼びま
す。

用語解説
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ドルビーデジタル
ドルビー社が開発したデジタル・サラウンド・シス
テムです。完全に独立したマルチチャンネル音声を
再生することができます。全帯域の音声成分を持つ
フロントの３チャンネル（フロント L/R、セン
ター）と、サラウンドのステレオ２チャンネル、低
音域専用の LFE0.1 チャンネルの、合計5.1チャ
ンネルで構成されます。サラウンドがステレオ２
チャンネルで収録されているため、音の移動感、
木々のざわめきや波の音などの繊細な環境音もきめ
細かく再現できます。

ビット
コンピューターで扱う最小の情報単位で、２進数を
意味する binarydigit の略です。オーディオ用語で
は、アナログ信号をデジタル化する時の分解能のこ
とを指します。ビット数が大きくなればダイナミッ
クレンジ (小さい音と大きい音の差 ) が大きくなり、
より細かな音量の変化が記録できます。音楽CDの
ビット数は16bit( ビット )、DVDオーディオでは
最大24bit( ビット )です。

ビットレート
１秒間あたりのビット量です。

プレイバックコントロール (PBC)
テレビ画面に表示されるメニュー画面を見ながら、
ビデオCDやスーパービデオCDの見たい場面や情
報を選ぶことができる機能です。

プログレッシブ
１画面のすべての走査線を１度に表示する走査方式
です。インターレースに比べ、ちらつきが少なく滑
らかな画像を映し出すことができます。

リージョンコード
DVDビデオの再生可能地域を限定するコードです。
映画上映前の地域にDVDビデオが出回らないこと
を目的に、DVDに組み込まれています。リージョ
ンコードは全部で６つあり、地域ごとに割り当てら
れています。DVDプレーヤーとディスクのリー
ジョンコードが一致しないと再生できません。
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参考資料
■ 主な仕様

DVD レシーバー (DVR-1000)
チューナー部
FM受信周波数範囲 76.0 ～ 90.0MHz
AM受信周波数範囲　　　531 ～ 1602 kHz

ディスク部
レーザータイプ 半導体
ディスク直径 12 cm
ビデオデコード MPEG-1/MPEG-2/DivX 3.11, 4.x & 

5.x/DivX Ultra
ビデオＤＡＣ 12ビット /108 MHz
映像信号方式 PAL/NTSC
ビデオフォーマット 4:3/16:9
コンポジットビデオ出力 1.0 Vp-p, 75 ohm
Sビデオ出力 Y - 1.0 Vp-p, 75 ohm

C - 0.3 Vp-p, 75 ohm
コンポーネントビデオ出力 Y - 1.0 Vp-p, 75 ohm

PB/CB PR/CR － 0.7 Vp-p, 75 ohm
オーディオDAC 24ビット /192 kHz
再生周波数帯域 4 Hz － 20 kHz (44.1 kHz)

4 Hz － 22 kHz (48 kHz)
4 Hz － 44 kHz (96 kHz)

オーディオS/N比 100 dB
全高調波歪率 0.0035%
ダイナミックレンジ 90 dB

オーディオフォーマット
デジタル ドルビーデジタル /DTS/MPEG Compressed Digital

PCM/Packed PCM
16, 20, 24 ビット
サンプリング周波数 44.1, 48, 88.2,
96, 176.4,192 kHz

MP3(ISO 9660)
24, 32, 56, 64, 96, 128, 256 kbps
サンプリング周波数 16, 22.05, 24,
32, 44.1, 48 kHz

WMA 32 ～ 192 kbps, mono, stereo
AAC

総合
電源電圧 /周波数 100V, 50/60 Hz
消費電力 26W（最高）

0.5W（スタンバイ）

HDMI 出力 Type A
USB Type A
AUX IN（ステレオミニ）Ф3.5 mm ミニジャック
外形寸法（幅×高さ×奥行き）

435 x 78（後）/38（前） x 208 mm
質量 3.2 kg

フロントスピーカー (NX-P1000)
型式 2ウェイ密閉式
インピーダンス 6 Ω
スピーカーユニット 11.0 cm ウーファー（防磁型）＋ 

2.5cm ソフトドームツィーター（防磁型）
再生周波数帯域 100 Hz ～ 20 kHz（-10dB）
外形寸法（幅×高さ×奥行き）

145 x 262 x 178 mm
質量 2.9 kg

サブウーファー (NX-SW1000)
総合
電源電圧／周波数 100V, 50/60 Hz
消費電力 200 W
型式 アドバンスドヤマハアクティブサーボテ

クノロジー
インピーダンス 6 Ω
スピーカーユニット 16cm コーンウーファー（防磁型）
再生周波数帯域 35 Hz ～ 100 Hz（-10dB）
入力感度
- AUX In 300 mV
外形寸法（幅×高さ×奥行き）

230 x 477 x 440 mm
質量 16.0 kg

アンプ部
実用最大出力
- フロント L/R 90W+90W

(全高調波歪率10% 1 kHz)
- サブウーファー 100 W  ( 全高調波歪率10%

100 Hz)

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

参考資料

本機は「JIS C 61000-3-2」適合品です。
JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性第
3-2 部：限度値－高調波電流発生限度値（1相当たりの入力電
流が20A以下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境
目標レベルに適合して設計・製造した製品です。

INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN
DO NOT STARE INTO BEAM

CAUTION:

INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN
AVOID DIRECT EXPOSURE TO THE BEAM

DANGER:

クラス１レーザー製品レーザー
タイプ 半導体レーザーGaAIAs
波長 650ｎｍ（DVD)

784ｎｍ（VCD/CD)
出力 7ｍW（DVD/VCD/CD)
ビーム広がり 60度

この取扱い説明書に記載されている以外の調節や操作
は有害な放射を引き起こす可能性があります。

ご注意
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■ 言語コード一覧
アイスランド 7383 グルジア 7565 ハンガリー 7285

アイマラ 6589 ケチュア 8185 バシキール 6665

アイルランド 7165 ゲール（スコットランド） 7168 バスク 6985

アゼルバイジャン 6590 コーサ 8872 パシュト 8083

アッサム 6583 コルシカ 6779 パンジャブ 8065

アファル 6565 サモア 8377 ヒンディー 7273

アフリカーンス 6570 サンゴ 8371 ビスラマ 6673

アブバジア 6566 サンスクリット 8365 ビハール 6672

アムハラ 6577 ショナ 8378 ビルマ 7789

アラビア 6582 シンド 8368 フィジー 7074

アルバニア 8381 シンハラ 8373 フィンランド 7073

アルメニア 7289 ジャワ 7486 フェロー 7079

イスピアク 7375 スウェーデン 8386 フランス 7082

イタリア 7384 スペイン ; Castilian 6983 フリジア 7089

イディッシュ 8973 スロバキア 8375 ブータン 6890

インターリングア 7369 スロベニア 8376 ブルガリア 6671

インターリングア 7365 スワヒリ 8387 ブルターニュ 6682

インドネシア 7368 スンダ 8385 プロバンス 7967

ウェールズ 6789 ズールー 9085 ヘブライ 7269

ウォロフ 8779 セルビア 8382 ベトナム 8673

ウクライナ 8575 ソマリ 8379 ベロルシア（白ロシア） 6669

ウズベク 8590 タイ 8472 ベンガル（バングラ） 6678

ウルドゥー 8582 タガログ 8476 ペルシャ 7065

英語 6978 タジク 8471 ポーランド 8076

エストニア 6984 タタール 8484 ポルトガル 8084

エスペラント 6979 タミル 8465 マオリ 7773

オーリヤ 7982 チェコ 6783 マケドニア 7775

オランダ 7876 チベット 6679 マダガスカル 7771

オロモ 7977 中国語 9072 マライ（マレー） 7783

カザフ 7575 ツォンガ 8483 マラッタ 7782

カシミール 7583 ティグリニア 8473 マラヤーラム 7776

カタロニア 6765 テルグ 8469 マルタ 7784

カンナダ 7578 デンマーク 6865 モルダビア 7779

カンボジア 7577 トウイ 8487 モンゴル 7778

ガリチア 7176 トルクメン 8475 ヨルバ 8979

韓国（朝鮮）語 7579 トルコ 8482 ラオ 7679

キニャルワンダ 8287 トンガ 8479 ラテン 7665

キルギス 7589 ドイツ 6869 ラトビア（レット） 7686

ギリシャ 6976 ナウル 7865 リトアニア 7684

クルド 7585 日本語 7465 リンガラ 7678

クロアチア 7282 ネパール 7869 ルーマニア 8279

グアラニー 7178 ノルウェー 7866 レトロマンス 8277

グジャラト 7185 ノルウェー 7879 ロシア 8285

グリーンランド 7576 ハウサ 7265 ヴォラピュック 8679
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あ行
明るさキー、リモコン....................................................... 10
アップサンプリング .......................................................... 35
アングルの選択 .................................................................. 28
アンテナの接続 .................................................................. 18
イジェクトキー、リモコン............................................... 10
一時停止キー、フロントパネル.......................................... 5
一般設定ページ .................................................................. 33
上キー、リモコン .............................................................. 10
映像設定ページ .................................................................. 36
オーディオ設定ページ....................................................... 35
オートスタンバイ機能....................................................... 34
音声キー、リモコン .......................................................... 10
音声言語の設定 .................................................................. 24
音声言語の選択 .................................................................. 28
音量の調節.......................................................................... 45

か行
外部AV機器での録画 /録音........................................... 46
画質設定.............................................................................. 36
画像の回転.......................................................................... 30
画像の切り替え効果 .......................................................... 30
画像のズーム...................................................................... 30
ガンマ補正.......................................................................... 37
繰り返し再生...................................................................... 26
クロマディレイ .................................................................. 37
言語の設定.......................................................................... 23
言語・その他設定ページ................................................... 39
高音レベルの調節 .............................................................. 45
工場出荷時の設定にする................................................... 41
コダックピクチャーCDの再生....................................... 29
コマ送り.............................................................................. 28
コンポーネントビデオ出力端子....................................... 15
コンポーネントビデオ出力端子、リアパネル（DVR-1000）

......................................................................................... 7

さ行
再生キー、フロントパネル.................................................. 5
サブウーファーの接続..............................................13、14
サブウーファーの配置....................................................... 11
システム接続ケーブル.......................................................... 4
システム接続端子、リアパネル（DVR-1000）.............. 7
システム接続端子、リアパネル（NX-SW1000）........... 8
下キー、リモコン .............................................................. 10
視聴制限.............................................................................. 39
自動プリセット .................................................................. 42
字幕言語の設定 .................................................................. 24
字幕言語の選択 .................................................................. 28
シャッフル再生 .................................................................. 26
手動プリセット .................................................................. 42
消音キー、リモコン .......................................................... 10
数字キー、リモコン ............................................................. 9
ズーム.................................................................................. 27
スキップキー、フロントパネル.......................................... 5
スキップキー、リモコン................................................... 10
スクリーンセーバー .......................................................... 34
スタンバイ状態への切り替え........................................... 46
スピーカーケーブル ............................................................. 4

スピーカー端子、リアパネル（NX-SW1000）.............. 8
スピーカーの接続 .............................................................. 12
スピーカーの設置 .............................................................. 11
スピーカーの設定 .............................................................. 24
スリープタイマー .............................................................. 46
セットアップメニュー一覧............................................... 32

た行
タイトルの選択.................................................................. 28
チューナー操作.................................................................. 42
低音レベルの調節 .............................................................. 45
停止キー、フロントパネル.................................................. 5
ディスク挿入口、フロントパネル...................................... 6
ディスク取り出しキー、フロントパネル........................... 5
ディスクの再生.................................................................. 25
ディスクメニュー言語の設定........................................... 24
ディスクロックの設定 ...................................................... 33
ディスプレイ、フロントパネル.......................................... 5
デジタルオーディオ機器の接続....................................... 20
デフォルト.......................................................................... 41
テレビの接続...................................................................... 15
テレビの設定...................................................................... 22
電源コード............................................................................. 4
電源コード差込口、リアパネル（DVR-1000）.............. 7
電源コード、リアパネル（NX-SW1000）...................... 8
登録した放送局の選局 ...................................................... 43

な行
ナイトリスニング .............................................................. 45
入力選択キー、リモコン................................................... 10

は行
パスワードの変更 .............................................................. 41
バナナプラグの接続 .......................................................... 14
早戻し /早送りキー、フロントパネル .............................. 5
早戻し /早送りキー、リモコン....................................... 10
光デジタル入力端子、リアパネル（DVR-1000）.......... 7
左キー、リモコン .............................................................. 10
ビデオ用ピンケーブル ......................................................... 4
付属品..................................................................................... 4
プリセット.......................................................................... 42
プリセット選局.................................................................. 43
プリセットの解除 .............................................................. 43
プレイバックコントロール............................................... 28
プレビュー機能.................................................................. 30
プログラム再生.................................................................. 33
プログレッシブ機能 .......................................................... 38
フロントスピーカーの接続............................................... 13
フロントスピーカーの配置............................................... 11
フロントパネルディスプレイの明るさ調節.................... 46
フロントパネル、DVR-1000 ........................................... 5
ヘッドホン端子、フロントパネル...................................... 6
放送局の自動登録 .............................................................. 42
放送局の手動登録 .............................................................. 42
放送局の選局...................................................................... 42
放送局の登録...................................................................... 42
ポータブル端子、フロントパネル...................................... 6
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ま行
右キー、リモコン...............................................................10
ミュージックエンハンサー................................................45
モニター出力端子...............................................................15
モニター出力端子、リアパネル（DVR-1000）.............. 7

ら行
リアパネル、DVR-1000................................................... 7
リアパネル、NX-SW1000 ............................................... 8
リップシンク.......................................................................35
リピート再生.......................................................................26
リモコン................................................................................. 4
リモコン受光窓、フロントパネル...................................... 6
リモコンの準備...................................................................21
リモコン、各部の名称 ......................................................... 9
レジューム機能...................................................................27

わ行
ワイドスクリーン作成 .......................................................37

A
A-B キー、リモコン............................................................. 9
ADV映像 ............................................................................37
AM ANT端子、リアパネル（DVR-1000）.................... 7
AMアンテナの接続 ...........................................................18
AMループアンテナ ............................................................. 4
ANGLE キー、リモコン....................................................10
AREAキー、リモコン......................................................... 9
AUDIO キー、リモコン.....................................................10
AUX IN 端子、リアパネル（DVR-1000）...................... 7
AUX入力端子、リアパネル（DVR-1000）.................... 7

C
COMPONENT VIDEO OUT 端子、リアパネル（DVR-
1000）............................................................................ 7

D
DIMMERキー、リモコン.................................................10
DIRECTキー、リモコン...................................................10
DivX® VOD登録コード....................................................34
DivX の再生 ........................................................................29
DivX 文字コードの選択.....................................................41
DVI レンジ..........................................................................38
DVR-1000 .......................................................................... 4
D1/D2 MONITOR OUT端子、リアパネル（DVR-1000）
......................................................................................... 7

D1/D2モニター出力端子................................................15
D1/D2モニター出力端子、リアパネル（DVR-1000）
......................................................................................... 7

E
EJECTキー、リモコン.....................................................10
ENHANCERキー、リモコン............................................. 9
ENTER キー、リモコン...................................................... 9

F
FM ANT端子、リアパネル（DVR-1000）.................... 7

FM アンテナの接続............................................................18
FM簡易アンテナ...................................................................4

G
GND端子、リアパネル（DVR-1000）............................7

H
HDMI 映像..........................................................................38
HDMI オーディオ設定.......................................................35
HDMI 機器の接続...............................................................16
HDMI 端子、リアパネル（DVR-1000）..........................7

I
INPUTキー、フロントパネル ............................................5

J
JPEGの再生 ......................................................................29

L
LINE OUT 端子、リアパネル（DVR-1000）..................7
LINE 出力端子、リアパネル（DVR-1000）....................7

M
MENUキー、リモコン .....................................................10
MODEキー、リモコン ........................................................9
MP3の再生........................................................................29
MP3/JPEGナビ...............................................................40
MUTE キー、リモコン......................................................10

N
NIGHTキー、リモコン.....................................................10
NX-P1000...........................................................................4
NX-SW1000 .......................................................................4

O
ON SCREENキー、リモコン............................................9
OPTICAL DIGITAL IN 端子、リアパネル（DVR-1000）
..........................................................................................7

P
PBC .....................................................................................28
PHONES端子、フロントパネル .......................................6
PORTABLE 端子、フロントパネル...................................6
PRESET キー、リモコン .................................................10
PROGキー、リモコン......................................................10

R
REPEAT キー、リモコン ....................................................9

S
S VIDEO 出力端子、リアパネル（DVR-1000）.............7
S ビデオ出力端子...............................................................15
S ビデオ出力端子、リアパネル（DVR-1000）...............7
SET UPキー、リモコン .....................................................9
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SHUFFLE キー、リモコン.............................................. 10
SLEEPキー、リモコン.................................................... 10
STANDBY/ONキー、フロントパネル............................ 5
STANDBY/ONキー、リモコン ....................................... 9
SUBTITLE キー、リモコン............................................. 10
SURROUNDキー、リモコン............................................ 9
SYSTEM CONNECTOR端子、リアパネル（DVR-1000）

......................................................................................... 7
S1/S2 選択....................................................................... 39

T
TOP MENU/RETURNキー、リモコン ....................... 10
TREBLE/BASS キー、リモコン ...................................... 9
TRUE LIFE ........................................................................ 38
TVタイプ........................................................................... 36
TVディスプレイ................................................................ 36

U
USB ポート、フロントパネル ........................................... 5
USB機器の接続................................................................ 20
USB機器のファイル再生 ................................................ 31

V
VIDEO出力端子、リアパネル（DVR-1000）................ 7
VOLUME キー、リモコン ............................................... 10
VOLUME、フロントパネル ............................................... 5
VR フォーマットの再生.................................................... 40

W
WMAの再生 ...................................................................... 29

Ｚ
ZOOMキー、リモコン .................................................... 10
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